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章
農

第
一
節
屯
田
兵
時
代
の
農
業

1
屯
田
兵
用
地
の
開
拓

滝
川
屯
田
兵
用
地
の
選
定
時
期
と、
区
画
設
計
者
は
明
ら
か
で
な
いが、

上
川
仮
道
路
の
開
さ
く
は
明
治
十
九
年
で、
ま
た
屯
田
兵
屋
の
建
築
が
明
治二
十

一
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
十
一
年
に
実
施
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

用
地
の
区
画
は、
縦
一
六
〇
間、
横
三
一
間二
分
五
厘
の
五、
〇
〇
〇
坪
を

単
位
と
し
、
国
道
沿
い
は
間
口
四〇
間、
奥
行
一二
五
間
の
五、
〇
〇
〇
坪
を

単
位
と
し
た
疏
居
制
を
採
用
し
た
も
の
を、

一戸
の
給
与
地
と
定
め、
米
国
式

の
植
民
様
式
で
開
拓
使
顧
問
ケ
プ
ロ
ン
の
意
見
を
採
用
し
て
あ
る
。

一
区
画
内
に
一
戸
を
各
自
個
別
的
に
移
住
さ
せ
、
家
の
近
く
よ
り
徐
々
に
開

墾
し
、
し
だ
いに
遠
方
へ
と
進
め、
隣
人
と
そ
の
開
墾
を
競
わ
せ、
宅
地
開
墾

を
し
た
者
か
ら
追
給
地
を
与
え
る
と
い
う
方
法
が
採
ら
れ、
屯
田
兵
一
戸
に
給

与
さ
れ
た
土
地
は、
宅
地
と
第
一
・
第
二
給
与
地
を
合
わ
せ
て
一万
五
、
○
C

○
坪
(五町

歩)
が
標
準
で
あ
った
。

滝
川
の
土
地
は、
市
街
予
定
の
空
知
太
と
い
う
も
の
以
外
は、
ほ
と
ん
ど
屯
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田
の
給
与
地、
追
給
地、
官
有
地、
共
有
地
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

明
治二
十二
年
十二
月、
十
津
川
移
住
団
体
六
三
二
戸
の
う
ち
九
二
戸
は
滝

川
屯
田
兵
に
応
募
し、
翌
二
十三
年
春
から
開
墾
に
と
り
か
か
った
の
が、
滝

川
農
業
の
始
ま
り
と
い
え
よ
う
。

耕
作
物
の
主
な
も
の
は、
馬
鈴
薯
・
麦
類
・
栗
・
豆
類
・
蔬
菜
類
な
ど
で、

当
初
種
子
は
官
給
さ
れ
た
も
の
で、
現
在
の
よ
う
に
自
分
で
品
種
を
選
択
す
る

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し、
そ
の
後
屯
田
兵
の
目
的
が、
兵
農
従
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業

経
営
の
万
全
を
期
す
る
た
め
に
も
、
産
業
奨
励
指
導
計
画
が
樹
て
ら
れ
た
。

そ
れ
は、
移
住
後
三
カ
年
で
扶
助
米
の
支
給
が
打
ち
切ら
れ、
そ
の
後
は
各

自
独
立
自
営
し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
こと
を、
考
慮
し
て
た
て
ら
れ
た
計
画

で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て、
明
治二
十
六
年
七
月
扶
助
米
支
給
停
止
後
は、
正
月
お
盆
以

外
に
米
食
を
と
れ
る
農
家
は
珍
し
か
っ
た
。

2
産
業
の
概
要

当
時
の
産
業
状
況
は、
第
四
編
第
五
章
第
五
節
開
拓
営
農
に
二
十
四
年
に
つ

い
て
記
載
さ
れ
て
あ
る
が
住
民
協
力
一
致
し
て、
創
業
の
苦
難
と
闘
い
風
雪
に

耐
え
な
が
ら
産
業
の
発
達
に
努
力、
時
に
畑
耕
作
の
副
業
と
し
て
養
蚕
の
奨

励
・
大
麻
の
耕
作
・
粗
製
の
麻
布
を
造
っ
た
。

な
お
国
道
以
東
の
地
は、
地
味
悪
く
生
産
経
済
の
均
衡
が
と
れ
ず
、
収
支
が

合
わ
な
か
っ
た
ので
、
こ
の
土
地
に
対
し
て
は
苹
果
栽
培
が
指
導
さ
れ、
北
海

業
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道
で
の
余
市
・
仁
木
と
共
に、
そ
の
名
声
を
謳
わ
れ
る
所
と
な
った。

し
か
し
、
こ
の
萃
果
栽
培
も
一
時
腐
爛
病
に
悩
ま
さ
れ、
本
道
各
地
で
も
、

そ
の
対
策
に
困
り
、
栽
培
を
と
り
止
め
た
所
が
多
く
、
滝
川
兵
村
の
も
の
も
、

こ
の
腐
爛
病
の
た
め
潰
滅
の
悲
運
に
遭
遇、
江
部
乙
に
お
い
て
は、
あ
ら
ゆ
る

苦
難
を
な
め
つ
つ
も
そ
の
対
策
を
講
じ
、
困
難
を
切
り
抜
け
て
今
日
に
至
っ
て

い
る
。

第
二
節

開
拓

1
東
滝
川
の
開
拓

東
滝
川
は
も
と
下
幌
倉
と
い
わ
れ、
赤
平
市
と
の
境
界
近
く
を
流
れ
る
ポ
ロ

ク
ラ
川
か
ら
来
た
呼
称
で
あ
る
。

明
治二
十
三
年
屯
田
兵
が
置
か
れ
た
時
は、
追
給
地あ
る
い
は
公
有
地
で
あ

っ
て、
高
台
か
ら
南
の
低
地
一
帯
は、
湿
地
で
芦
の
繁
茂
に
任
せ
て
い
た
。

下
幌
倉
の
入
地

明
治
三
十
四
年
四
月
一
日、
屯
田
兵
第二
大
隊
解
散
と

な
り、
公
有
地
が
解
散、
明
治三
十
六
年、
内
野
む
め、
中
川
外
次
郎、
中
川

与
助、
橋
本
仁
助、
橋
本
与
太
郎、
中
川
市
三
郎
の
六
戸
が
こ
の
地
に
移
住、

い
わ
ゆ
る
「六
戸
部
落
」
と
よ
ば
れ
た
の
が、
下
幌
倉
開
拓
の
最
初
で
あ
る
。

小
林
農
場
の
開
拓

小
林
和三
郎
は、
明
治三
十
九
年、
四
十
年
に
か
け

て
下
幌
倉
・
共
和
に
わ
た
り
土
地
二
百
六
十
余
町
歩
を
買
い、
い
わ
ゆ
る
小
林

農
場
を
作
り
、
始
め
山
岸
文
弥
を
農
場
管
理
人
と
し
て
開
墾
に
当
た
ら
せ
て
い

た
が、
明
治
四
十
二
年
郷
里
長
野
県
か
ら
一
族
の
小
林
儀三
郎
を
呼
び、
農
業

管
理
人
と
し
た
。

そ
れ
以
来、
儀
三
郎
は
東
奔
西
走
小
作
人
を
募
集
入
植
さ
せ、
開
墾
に
専

念
、
大
正
十
一
年
、
空
知
土
工
組
合
灌
溉
溝
工
事
の
完
成
に
よ
り
、
滝
川
が
美

田
化
し
つつ
あ
る
こ
ろ
に
は、
各
地
から
の
小
作
人
の
入
地
も
多
く
な
り、
農

場
は
急
激
に
開
発
さ
れ
た
が、
昭
和
二
十
二
年
農
地
改
革
の
実
施
に
よ
り、
不

在
地
主
と
い
う
こ
と
で
買
収
解
放
さ
れ、
小
林
農
場
は
終
止
符
を
打
つ
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

種
羊
場

大
正
二
年、
農
商
務
省
は
北
海
道
畑
作
農
業
近
代
化
の
た

め
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
緬
羊
を
輸
入
し、
種
羊
場
の
開
設
を
し
た。

こ
れ
に
は、
滝
川
東
北
部
か
ら
江
部
乙
・
赤
平
に
ま
た
が
る
計
画
が
立
て
ら

れ
て
い
た
が、
実
際
に
種
羊
場
と
し
て
使
用
す
る
場
所
は、

一割
か
せ
い
ぜ
い

二
割
で、
ほ
と
ん
ど
が
薪
炭
用
地
や、
労
力
提
供
を
義
務
付
け
し
た
貸
付
小
作

地
で、
最
初
は
畜
産
試
験
場
東
北
部
の
近
く
に
入
植、
そ
の
後
一〇
年
ぐ
ら
い

で
開
拓
が
進
み、
牧
場
拡
大
の
た
め、
小
作
人
を
奥
地
の
原
始
林
の
中
へ
再
入

植
さ
せ
た
。

2
熊
の
沢
開
拓

熊
の
沢
開
拓の
概
況

熊
の
沢
は、
大
正
四
年
ご
ろ
か
ら
順
次
立
木
を
伐

り
、
小
作
人
を
募
集
し
入
植
さ
せ
た。

住
居
は
最
初、
編
物
小
屋
と
い
っ
て
丸
太
を
両
方
から
組
み
合
わ
せ、
熊
笹

で
屋
根
を
葺
い
て
入
口
に
筵
を
吊
る
し
た。
床
は
笹
を
一尺
ぐ
ら
い
に
敷
き、

回
り
に
丸
太
を
置
い
て
燕
麦
稈
の
古
俵
を
拡
げ、
二、
三
枚
重
ね
て
そ
の
上
に
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筵
を
敷
き
切
棟
の
方
に
ガ
ラ
ス
一、
二
枚
を
ツ
ッ
キ
窓
に
入
れ
た
。

次
は、
掘
立
小
屋
で
普
通
は
床
だ
け
を
板
に
し、
壁
は
麦
稈
や
笹、
葦
を
使

っ
た
。
板
壁
の
も
の
は
冬
に
な
る
と
、
新
聞
紙
等
を
張
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

こ
の
地
は
丸
加
山
の
下
で
沢
地
が
半
分、
そ
の
沢
地
は
石
礫
ば
か
り
で
、
鍬

も
い
た
み、
熊
笹
が
丈
余
に
達
し、
風
倒
木
が
多
く
そ
の
始
末
に
は
苦
労
し
た

が、
木
炭
に
焼
い
て
開
拓
の
食
を
求
め、
江
部
乙
の
市
街
ま
で
馬
車、
馬
橇
で

運
ん
だ
が、
品
質
が
悪
く
四
〇
～
五〇
銭
ぐ
ら
い
にし
か
売
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
生
活
の
中
で
、
一週
に
一日
又
は二
日
出
役
を
義
務
づ
け
ら
れ

春
の
播
つ
け
か
ら
除
草、
収
穫
時
ま
で、
朝
七
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で
一
日
四

〇
銭
の
労
役
で
あ
り
、
強
制
的
に
朝
一
〇
分
遅
刻
で
二
割
引
さ
れ、
二
里
の
山

道
を
徒
歩
通
い
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
。

当
時、
薪
の
普
通
一
式
は二
尺
薪
で
高
さ
五
尺、
幅
六
尺
で
あ
っ
た
が、
役

所
薪
は
特
大
で
六
尺
に
六
尺、
長
さ
は二
尺
二
寸
で
、
し
かも
割
れ
な
い
所
や

こぶ
等
が
あ
る
と
歩
引
に
な
っ
た
り
、
再
度
整
理
し
直
し、
監
督
は
絶
対
的
権

力
で
気
に
い
ら
な
い
と
停
止
さ
せ、
賃
金も
市
価
よ
り
安
か
った
。

熊
の
沢
の
地
味
は
比
較
的
良
い
が
酸
性
土
壌
で
生
産
上
が
ら
ず
、
小
作
人
た

ち
は
馬
鈴
薯、
玉
蜀
黍、
南
瓜、
い
な
き
び
、
裸
麦
な
ど
を
作
っ
て
食
べ
た
。

ま
た、
大
正
の
末
ご
ろ
か
ら
除
虫
菊
の
作
付
け
が
な
さ
れ、
真
夏
に
は
そ
の

美
し
い
白
い
花
が
貯
水
池
にう
つ
り、
人
の々心
に
や
す
ら
ぎ
を
与
え
た。

上
流
地
で
共
同
で
澱
粉
工
場
の
設
立
も
あ
り
、
澱
粉
製
造
を
始
め
た
が、
新

開
地
は
馬
鈴
薯
に
適
さ
ず
、
生
産
も
あ
が
ら
ず
歩
ど
ま
り
悪
く、
第
一
次
大
戦

後
の
澱
粉
暴
落
で
失
敗
し
、
大
正
十
三
年
に
は
閉
鎖
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
澱
粉
源
と
し
て
は
金
時
い
も
、
食
用
に
は
雪
白
芋
が
作
ら
れ、
冬

業

は、
「挽
臼
」
で
玉
蜀
黍
を
挽
き
割
り、
く
ず
米
と
糯
米
を
混
ぜ、
ト
ウ
キ
ビ

糯
を
作
り、
塩
餡
を
入
れ、
夏
は
蕎
麦
粉
団
子
を
塩
で
煮
て
食べ
た
。

大
正
九
年
稲
作
の
可
能
性
を
知
り、
そ
の
後、
自
家
用
米
の
耕
作、
自
家
用

田
の
水
利
問
題
から
、
貯
水
池
の
設
置
を
す
る
こ
と
と
な
り、
幾
多
の
困
難
を

経
て、
昭
和
四
年
五
月
設
立
許
可
の
は
こ
び
と
な
っ
た
。

五
月二
十
一
日
着
工、
同
年
十
一
月
下
旬
竣
工、
こ
の
間
七
十
余人
の
土
工

夫
(タコ)が

汗
を
流
し、
総
工
事
延べ
一
万
五
千
余人
に
達
し、
こ
の
事
業
に

借
入
金三
万二
、
五〇
〇
円
を
要
し
た。

貯
水
池
竣
工
に
よ
り
、
造
田
の
た
め
流下
の
農
家
は
汗
を
流
し
た
が、
昭
和

初
期
の
冷
害、
凶
作、
豊
作
貧
乏
、
大
飢
饉
と
相
つぎ
、
昭
和
八
年
に
は
春
か

ら
雨
多
く、
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
五
回
の
洪
水、
入
植
に
よ
り
山
が
拓
け

焼
畑
と
な
っ
た
こ
の
地
は、
降
水
そ
の
ま
ま
が
水
害
と
な
り
、
蛇
行
し
た
川
は

ほ
と
ん
ど
急
流
と
な
り、
濁
流
と
な
り、
青
い
稲
は
流
れ
土
砂
は
下
流
の
田
に

入
っ
て、
貯
水
池
に
溜
り
一
面
礫
田と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
大
水
害
で
田
に
入
っ
た
莫
大
な
量
の
砂
礫
や
貯
水
池
の
砂
利
は、
救
済

事
業
と
し
、
人
馬三
〇
人
を
動
員、

一
ヵ
月
宛三
カ
年
運
び、
さ
ら
に
共
同
事

業
と
し
毎
年
一
週
間
以
上
運
搬
し、

一二丁
目
道
路
奥
に
粘
土
で
あ
っ
た
が
通

路
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

昭
和
十
年
ご
ろ
の
泥
負
虫、
十
四、
五
年
ご
ろ
に
は
泥
苞
虫、
水
害
と
共
に

日
照
り
が
続
く
と
水
不
足、
旱
害
が
あ
り
、
特
に
貯
水
池
上
流
は
苦
労
し
た

が
、
昭
和二
十
九
年、
現
補
助
池
が
十二
月
竣
工、
そ
の
心
配
が
な
く
な
っ

た
。開
拓
農
民
の
筆
舌
に
尽
く
し
得
な
い
苦
闘、
そ
し
て、
土
陰
に
寝
っ
た
土
工

第
一
章
農
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夫
た
ち
の
力
も
ま
た、
大
き
な
礎
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。<
中
村
一
馬
談
よ
り
>

3
江
部
乙
地
区
の
集
団
入
植

滝
川
と
音
江

明
治二
十
三
年
一
月
十
五
日、
北
海
道
庁
令
第
一
号
に
よ

り
「
北
ハ
オ
キ
リ
カ
川
ヲ
界
ト
シ
」
と
な
り
、
明
治
二
十
五
年
一
月
十
二
日
に

は
「
北
ハ
ナ
イ
タ
ュ
ペ
川
」
と
な
り、
現
在
の
深
川
市
音
江
町
地
区
ま
で
が
、

滝
川
村
の
管
轄
に
な
っ
て
い
た
。

音
江
法
華
駅
通
所
は
明
治
二
十
三
年
八
月
十
五
日
に
開
設
さ
れ、
翌
二
十
四

年
に
は
大
阪
か
ら
藤
本
専
作
(当
時
滝
川
屯
田
隊付
少
尉、
後に
大
尉に
昇
進
し
て
江
部

乙
屯
田
中
隊長
と
な
った)

や、
広
島
か
ら
大
原
武
雄
が
沖
里
河
(現
向
陽)
未
開
地

を
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
万
坪
の
貸
付
け
を
受
け
、
小
野
寺
丈
造
(<
音
江
村
史
>
で
は
重

蔵
、
<
深
川
市
史
>
で
は
重
造と
な
っ
て
い
る)
を
小
作
人
と
し
て
入
地
、
耕
作
地
一

町
歩
を
開
墾
し
た
が、
こ
れ
は
音
江
地
区
専
業
農
家
の
始
ま
り
で
あ
る
。

明
治
二
十
六
年、
滝
川
村
高
橋
豊
吉
は
沖
里
河
に
貸
与
を
受
け
、
翌
二
十
七

年
四
月
滝
川
在
住
奈
良
県
人
杉
本
勇
治
は
内
大
部
(現内

園)
に
小
作
人
を
入

地
、
ま
た
こ
の
年
オ
キ
リ
カ
ップ
川
以
西
国
道
両
側
未
開
地
一
五
〇
万
坪
が
、

江
部乙
屯
田
用
地
と
な
っ
た
。

明
治二
十
八
年、
杉
本
勇
作
は
須
麻
馬
内
に
貸
下
地
六
〇
万
坪
を
受
け、
小

作
人
を
入
れ、
翌
二
十
九
年
滝
川
の
住
人
、
村
長
亀
五
郎
は
沖
里
河
に
一五
万

坪
(丸
カ
農
場を
開
き
臼
井
長
次
郎
外
九
戸
を
収
容し
た)
の
貸
付
を
受
け
た
。

村
長
は
種
物
を
商
い
と
し
苗
木
も
取
扱
い、
各
小
作
人
を
収
容
と
同
時
に、

林
檎
苗三
〇
本
ず
つ
配
布
し
て
植
栽
さ
せ
たの
が、
こ
の
地
域
果
樹
の
始
めで

あ
っ
た
。

そ
の
後、
音
江
法
華、
沖
里
河、
須
麻
馬
内
な
ど
に
道
内、
本
州
から
の
移

民
が
相
い
次
い
で
入
植、
こ
の
こ
ろ
東
武
(後
に代
議士)

は
勤
勉
な
北
国
人
と

評
判
の
石
川
県
人
と
団
体
入
植
の
交
渉
を
は
じ
め、
明
治三
十
年
五
月
、
加
賀

団
体
を
迎
え
、
須
麻
馬
内
(現
江
部乙
町
東
一
九丁
目)
に
入
植
さ
せ
た
。

明
治
三
十
二
年
五
月
二
十
七
日、
江
部
乙
川
以
東
を
滝
川
村
よ
り
分
離、
音

江
村
が
誕
生
し
た
。

大
正
三
年
九
月
一
日、
江
部
乙
、
音
江
村
両
村
の
境
界
が
変
更
(同
年
八
月
十

六
日
道
庁
告
示
第
五〇
九号)

さ
れ
、
音
江
村
に
属
し
て
い
た
須
麻
馬
内
川
以
西
の

地
を
江
部
乙
村
に
割
譲
し
た
の
で
あ
る
。

石
川
団
体

音
江
村
の
農
場
・
小
作
人
に
は
農
場
主
が
郷
里
か
ら
連
れ

て
き
たも
の
や、
一般
から
募
集
し
た
小
作
人
が
あ
り、
一般
から
募
集
さ
れ

た
小
作
人
に
と
っ
て、
そ
の
小
作
契
約
は
当
面
の
生
計
手
段
か、
自
作
農
に
な

る
た
め
の
一
過
程
に
し
か
過
ぎ
ず
、
そ
の
た
め
土
地
に
対
す
る
愛
着
が
薄
く
、

収
穫
期
を
終
わ
る
と
有
利
な
自
作
地
を
求
め
て
移
住
す
る
も
の
も
多
く、
中
に

は
農
場
主
か
ら
給
与
や
鍬
下
期
間
が
過
ぎ
る
と
、
農
場
を
逃
亡
す
る
も
の
も
少

な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

須
麻
馬
内
(東一
九丁)

の
奥
地
は、
土
地
も
肥
沃
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
石
川
県
人
団
体
が
入
植
し
た
(<
深川
市
史>
で
は
四
八
戸
が
加
賀
団
体
と
し
て
と

あ
る
が、
全
部
が
入
植
し
たと
は
考
え
ら
れ
な
い
。)。

石
川
団
体
の
入
植
は
一
二戸
ぐ
ら
い
で、
楢
や
た
も
の
密
生
す
る
地
域
の
開

拓
に
当
た
っ
た
。
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し
か
し
、
奥
地
の
不
便
も
伴
い
多
く
は
四
、
五
年
で
放
置、
い
つ
と
は
な
し

に
散
逸
し
、
大
正
十
一、
二
年
ご
ろ
に
は
当
初
入
植し
た
も
の
は
い
な
く
な
っ

た
。し
た
が
っ
て
第
二
次
的
な
募
集
が
あ
り、
明
治
四
十
四
年
ご
ろ
か
ら
鳥
取
県

人
や
四
国
出
身
者
の
逐
次
入
植
に
よ
り
開
発
を
継
続
さ
れ
た
。

石
川
団
体
に
入
っ
て
さ
ら
に
奥
地
へ
進
む
と、
燃
え
る
石
「石
炭
」
が
と
れ

た
と
い
う
。

石
川
団
体
の
西
側
に
接
し
て、
四
国
出
身
者
の
多
い
宮
崎
農
場
が
あ
り、
そ

の戸
数
は
一〇
戸
、
そ
の
他
に
藤
岡
と
い
う
店
ほ
か
一
店
が
あ
り
、
宮
崎
農
場

で
は、
稲
・
り
ん
ご
も
植
え
て
い
た。

<江部乙地図集団入植分布図

石
川体

農
場

宮
崎

●
堀
井
農
場

△
丸
加
山

石
丸
農
場

国

道

十
九
丁
目

農
場

●
香
川

一

●
宝玉
理
農
場 11

農
場

熊

.

～
2

●
田
中
農
場 1

11

江
一部 十

五
丁
目

十
四
丁
目

十
三
丁
目

十
二
丁
目

十
一
丁目
丁

十
丁
目

乙
川

石
国道12号線

国鉄

三

狩

0
0

川

\

●
芳
賀
農
場

●小
関
農
場

下

1

BIY+

目 丁 六

目 ・
目上++

®
村
上
農
場

1
穴

ヘ
レ
ー、

7

第
一
章
農
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第
八
編
産
業
・
経
済

宮
崎
農
場
を
過
ぎ
て
、
石
川
分
教
場
(教
師一
・教
室
一
、
一年
～
四
年
で
多
い
時

は
三
六
名
在学)

が
あ
り、
五
年
生
から
江
部
乙
第二
小
学
校
に
通
う
も
の
も
い

た
。こ
の
分
教
場
の
落
成
は、
大
正
七
年
十
一
月
十
日
で
あ
っ
た
が、
児
童
数
減

少
の
た
め
昭
和
二
年三
月三
十
一
日
で
閉
じ
、
廃
校
と
な
っ
た
。

分
教
場
を
さ
ら
に
現
国
道
十
二
号
線
の
方
に
さ
が
る
と
、
堀
井
農
場
が
あ

り
、
そ
の
戸
数
は
一二
、
三
戸
で、
ここ
も
四
国
出
身
の
者
が
多
か
っ
た
。

十
九
丁
目
村
有
地
に
は
墓
地
が
あ
り
、
団
体
や
農
場
で
の
作
物
は
小
豆
、
亜

麻
で
麦
、
玉
蜀
黍
、
南
瓜
は
多
く
食
糧
と
し
て
用
い
た
。

大
正
三
年
九
月
以
降
音
江
村
よ
り
分
割
し
た
須
麻
馬
内
川
と
江
部
乙
川
の
地

域
は
通
称
「新
地
域」
と
言
い、
空
知
土
功
灌
漑
溝
の
完
成
に
よ
っ
て、
多
く

稲
作、
畑
作
を
考
え
大
正
十
三
年
ご
ろ
に
な
る
と
、
団
体
・
農
場
か
ら
も
他
に

移
る
も
の
が
多
く
な
っ
た。

屯
田
開
拓
を
根
幹
と
し
て
今
日
の
滝
川
市
の
発
展
を
み
る
に
至
った
が、
少

な
く
と
も
北
海
道
開
拓
の
歴
史
に
お
い
て
原
住
民
族、
罪
の
つ
ぐ
な
い
と
は
言

え
囚
人
の
労
役、
死
線
を
常
に
横
行
す
る
よ
う
な
苛
酷
の
労
働
を
も
っ
て
「
た

こ
」
扱
い
に
さ
れ
た
土
工
労
働
者
等、
そ
の
限
り
な
い
苦
闘
と
忍
苦
の
連
続
の

累
積
が
あ
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
を
自
ら
の
手
で
体
を
使
い、
喬
木
、
熊
笹
の
密

生
、
冬
と
も
な
れ
ば
丈
余
の
積
雪、
厳
寒
と
た
た
か
い、
雨
露
を
よ
う
や
く
凌

ぐ
蓬
屋
で
開
墾、
ひ
た
す
ら
明
日
へ
の
燭
光
を
求
め
働
き
抜
い
た
農
民、
入
植

者
の
偉
大
な
力
、
あ
わ
せ
て
、
万
事
に
わ
た
り、
支
え
と
な
り、
う
る
お
い
と

な
り
苦
労
を
分
か
ち
あ
っ
た
女
性
の
偉
大
な
力
の
あ
っ
た
こ
と
も
讃
え
ね
ば
な

ら
な
い
。

特
に
当
滝
川
市
に
お
い
て
は
市
街
地
の
利
便
と
は
比
較
す
る
に
及
び
も
つ
か

な
い
地
域
に
開
拓
の
鍬
を
お
ろ
し
た、
団
体
・
農
場
の
あ
っ
た
こ
と、
屯
田
兵

の
開
拓
以
上
の
困
難
と
闘
い
抜
い
た
農
業
開
拓
者
の
い
た
こ
と
も
、
今
日
の
礎

石
と
な
っ
た
こ
と
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

正
下
農
場

農
場
主
下
仁
吉

明
治三
十
七
年、
当
時
父
市
太
郎
の
弟
が
、
岩
見
沢
広
瀬
利
左
ェ門
造
材
に

勤
務
中
本
州
に
帰
り、
広
瀬
(叔
母の
嫁
ぎ先)

が
江
部
乙
に
所
有
す
る
土
地
を

売
る
と
の
話
を
し
た
。

祖
父
一
喜
は、
父
市
太
郎
に
現
地
の
状
況
を
調べ
さ
せ、
こ
れ
を
買
う
こ
と

に
し
た
。

こ
の
土
地
は
江
部乙
屯
田
兵
共
有
地
を
広
瀬
が
入
手
し
た
も
の
で、
下
が
譲

り
受
け
た
面
積
は
約三
百
町
歩
の
原
始
林
で
、
後
に
坂
野
他
五
名
に
分
譲
し

た
。一家
が
移
住
し
た
の
は
明
治
三
十
八
年、
日
露
戦
争
に
日
本
が
勝
っ
た
こ
と

を
聞
い
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

入
植
地
は
畑
に
開
墾
す
る
か、
植
樹
し
て
成
耕
検
査
に
合
格
す
る
と
個
人
名

義
の
所
有
権
を
与
え
ら
れ
た
も
の
で、
開
拓
し
て
は
所
有
権
面
積
を
多
く
し
て

い
き、
農
場
に
は
一五
戸
位
の
小
作
を
入
地
さ
せ
開
墾
を
進
め
た
。

入
植
者
は、
川
端、
中
村、
坂
野、
表
、
新
関、
柳
沼、
平
岡、
山
下
、
藤

堂
、
新
谷
、
西
條、
広
瀬、
東
、
古
川、
中
野
等
で
あ
る
。

土
質
は
奥
地
が
地
味
良
く、
主
と
し
て
畑
に
開
拓
し
た
。
大
正
末
期
に
は
更

に
七
戸
入
植
者
が
あ
っ
て二
二
戸
と
な
っ
た
が、
空
知
土
功
組
合
が
で
き
て
か
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ら
水
田
地
帯
へ
転
出
し
た
も
の
も
出
て、
そ
の
数
は
減
っ
て
い
っ
た。
こ
の
地

帯
は、
現
在
の
江
部
乙
土
地
改
良
区
第三
溜
池
下
の
沢
地
か
ら
南
方
で、
東
一

五
丁
目
会
館
付
近
ま
で
達
し
て
い
た
。

開
墾
に
当
た
っ
て
は、
原
始
林
を
切
り
倒
し、
良
い
木
は
鉄
道
枕
木
と
し、

そ
の
他
は
薪
や
木
炭
に
し
た
が、
最
初
は
倒
し
て
は
焼
却
し
た
。
直
径
九
尺
位

の
大
木
も
あ
り、
今
に
し
て
思
え
ば
も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

作
付
は、
最
初
は
伐
木
あ
と
に
菜
種
を
ま
き、
次
に
秋
蒔
小
麦、
翌
夏
小
麦

あ
と
にそ
ば
や
秋
収
穫
の
作
物
を
つく
り、
そ
の
他
え
ん
ど
う、
燕
麦、
と
う

き
び
等
を
植
え、
収
穫
物
は
街
から
雑
穀
屋
が
買
い
に
来
た。

沢
地
に
は
小
川
の
利
用
に
よ
る
水
田
で
自
家
用
米
の
作
付
を
し
、
畑
に
不
向

な
所
に
は
落
葉
松
の
苗
を
植
樹
し
た
。

苗
は
雪
印
が
取
扱
い
本
州
から
取
り
寄
せ
ら
れ
て
い
た
が、
高
価
で
あ
っ
た

の
で、後

に
種
を
求
め
育
苗
し
て
植
樹
し
た
が、そ

の
数
約
五
十
万
本
で
あ
る
。

開
墾
中
は
伐
木
や
笹
を
焼
く
火
が
原
因
で、
何
度
と
な
く
山
火
事
と
な
り、

植
林
地
帯
が
焼
け
た
り
、
所
有
権
を
得
る
前
に
植
え
た
落
葉
松
も
燃
え
て
し
ま

っ
た
所
も
あ
っ
た
が
、
残
っ
た
植
林
を
昭
和
二
十
六
年
ご
ろ
伐
採
し
た
と
こ

ろ
、
結
構
な
材
に
な
っ
て
い
た
。

大
正
六
、
七
年
ご
ろ、
第
一
次
世
界
大
戦
で
豆
類
の
値
段
が
良く、

高
収
入

で
喜
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
た
り
、
昭
和
初
期
に
馬
鈴
薯
を
耕
作
し、
澱
粉
製
造
施

設
を
建
て
一
時
良
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
が、
値
下
が
り
で
中
止
し
た
。

自
作
農
創
設
資
金
制
度
が
で
き、
逐
次
小
作
人
は
自
作
農
に
な
り、
終
戦
後

農
地
解
放
で
ほ
と
ん
と
が
自
作
農
に
な
り
、
自
家
耕
作
地
以
外
は
落
葉
松
林
の

み
と
な
り
、
こ
れ
も
戦
後
数
年
で
伐
採
し
た。

業

昭
和
二
十
一
年
ご
ろ、
戦
後
食
糧
増
産
と
相
ま
っ
て
進
め
ら
れ
た
戦
後
開
拓

に二
三
町
歩
が
買
収
さ
れ
た
の
で
植
林
地
も
僅
か
に
な
り、
自
家
用
耕
作
を
主

体
の
農
業
と
な
り
、
さら
に
生
産
調
整
の
余
波を
受
けて
、
入
植
後
水
田
と
し

た
面
積
も
畑
に、
以
前
の
リ
ン
ゴ
園
は
牧
草
畑
に
転
作
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
農
場

®
小
関
農
場

入
植
者
は、
織
田
・
佐
藤
・
江
尻
な
ど
九
戸
で
あ
っ
た
が

詳
細
は
不
明
。
芳
賀
農
場
は
小
関
農
場
の
西
方
に
あ
り、
入
植
者
は
一
一戸
、

吉
村
・
小
林
・
長
野
・
岩
佐
が
三
戸
・
岸
・
川
地
・
長
谷
川
等
で
あ
る
。

下
農
場
よ
り
土
地
を
買
い
受
け
、
奉
公
人
な
ど
を
使
用、

坂
野
農
場

<
以
上
下
初
次
郎
談
よ
り
>

単
独
経
営
を
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

江
部
乙
川
沿
い
の
両
側
で、
東
一
五
丁
目
通
り
よ
り
東
南

田
中
農
場

方
面
に
あ
り
、
東
は
下
農
場
に
接
し
て
い
る
。

札
幌
市
の
田
中
清
輔
が
政
府
から
の
払
い
下
げ
を
受
け
所
有
者
と
な
り、
管

理
人
と
し
て
吉
田
留
平
が
同
地
に
入
植
し
た
も
の
で
あ
る
。

田
中
は
明
治
三
十
五
年
ご
ろ、
耕
作
小
作
人
を
募
り
、
こ
れ
に
応
じ
て
初
め

は
七、
八
戸
後
に
四、
五
戸
計
一二
、
三
戸
が
入
植
し
た
が、
う
ち
半
数
近
く

は
江
部
乙
の
も
の
で、
通
い
作
の
入
植
で
あ
った。

吉
田
奥
松
は
美
唄
屯
田
兵
と
し
峰
延
に
入
植
し
た
が、
所
有
者
が
姉
の
夫
で

あ
る
こ
と
か
ら
入
植
す
る
こと
に
な
り
、
明
治
三
十
年
ご
ろ
こ
の
農
場
に
移
住

し
た
。

農
場
面
積
約
七
十
五
町
歩、
全
域
が
原
始
林
で、
開
墾
期
か
ら
大
正
九
年
江

部
乙
土
功
組
合
設
立
ま
で
は、
他
の
農
場
と
同
様
で
あ
った
が、
大
正
初
期
農

場
内
を
流
れ
る
江
部
乙
川
の
水
を
利
用
し
、
自
家
米
を
作
る
も
の
が
あ
った
。

第
一
章
農

9



第
八
編
産
業
・
経
済

土
功
組
合
の
設
立
後
は、
水
利
可
能
な
所
は
ほと
ん
ど
水
田
と
な
り、
他
は

林
檎、
普
通
畑
作
と
し
て
営
農
さ
れ
て
い
た
。

農
場
の
所
有
者
田
中
は、
他
の
事
業
資
金
と
し
て
農
場
を
担
保
に
拓
銀
か
ら

資
金
を
借
り
た
が
、
返
済
で
き
ず
土
地
は
拓
銀
の
所
有
と
な
り
、
小
作
人
は引

き
続
き
拓
銀
の
小
作
人
と
な
り、
こ
の
状
態
は
戦
後
ま
で
続
き、
農
地
解
放
に

よ
り
耕
作
者
の
所
有
地
と
な
り
、
現
在
は
四
戸
く
ら
い
で
あ
る
。

石
丸
農
場

農
場
主
は
石
丸
由
五
郎
で、
現
在
の
旭
沢
か
ら
丸
加
山
の

方
に
あ
っ
て、
管
理
人
は
末
富
で
あ
る
。

そ
の
他
工
藤
安
雄、
藤
堂
が二
軒、
武
田
が二
軒、
岩
城、
小
野
寺
な
ど
が

い
た
。
丸
加
山
に
は三
〇
戸
位
入
植
し
て
い
た
こと
が
あ
る
が、
今
残
っ
て
い
る
の

は、
藤
堂、
武
田、
藤
原
な
ど
で、

一時
は
た
く
さ
ん
い
た
こ
の
農
場
地
帯
の

人
も
、
今
地元
に
残
っ
て
い
る
の
は
四、
五
戸
ぐ
ら
い
で
あ
る
。

<
吉
田
昇
一
談
>

(父
吉
田
奥
松)

な
お、
大
正
四
年
江
部
乙
村
役
場
作
製
の
集
団
入
植
分
布
図
を
見
る
と
、
第

二
十
三
部
(東一

九丁と
東一八

丁
の
間)
に
香
川
農
場、
宝
理
農
場
の
名
が
あ
り、

第
十
九
部
(東
一二
丁
目)
に
村
上
農
場
と
あ
る
の
は、
後
で
堀
農
場
と
言
っ
た

所
で
な
い
か
と
の
程
度
で、
資
料
不
足
の
た
め
明
ら
か
で
は
な
い
。

4
戦
後
開
拓

幌
倉
開
拓

昭
和
十
九
年
末、
戦
時
中
の
食
糧
増
産
を
は
か
る
た
め
町

が
種
羊
場
採
草
地
を
借
り
受
け、
町
民
の
希
望
者
に
開
墾
耕
作
さ
せ
た
が、
終

戦
後
は
外
地
引
揚
者、
復
員
軍
人、
戦
災
者、
疎
開
者の
就
業
と
食
糧
確
保
の

た
め
緊
急
開
拓
事
業
と
し
て
こ
の
地
に
入
植
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

入
植
戸
数
四
〇
戸
、
開
墾
面
積
一三
〇
町
歩
の
計
画
で、
昭
和二
十
一
年
に

九
戸
が
戦
時
中
軍
隊
が
駐
留
し
た
三
角
兵
舎
の
払
い下
げ
で
家
屋
を
作
り
、
四

○
町
歩
を
開
墾
し
、
翌
二
十
二
年
に
は二
九
戸
の
入
植
許
可
が
あ
っ
て
二
二
戸

の
入
植
と
な
り、
七
戸
は
通
い
作
を
し
て
い
た
。
二
十
三
年
に
は
一戸
建
設
が

あ
り
、
二
三
戸
の
開
拓
部
落
が
形
成
し
た。
こ
れ
ら
の
氏
名
を
あ
げ
る
と

田
中
金
六
古
賀
義
貞
河
野
直
光
藤
田
信
徳
水
野
武雄

座
主
ト
ラ
奥
山
与
作
田
畑
実
佐
藤
政夫

渡
辺光三

小
野
寺
知

西谷
俊夫

鈴木
与
八

有
馬
庄吉

中
島
宇
一
平
山
某
加
納
某
西
永
某
小
高
某
峯
田
某
曾
我
某

佐
藤
某
武
田
某

で
あ
る
。

作
付
面
積
も
七〇
町
歩
に
達
し
雑
穀、
馬
鈴
薯、
野
菜
等
を
作
っ
た
が、
ラ

ウ
ネ
川
以
南
の
地
に
は
秋
作
大
根
が
よ
く
成
長
す
る
の
で
換
金
作
物
と
し
て
全

戸
が
作
付
し
た。
ま
た
収
益
を
あ
げ
る
漬
物
加
工
を
行
う
こ
と
に
な
り
古
酒
樽

三
本
を
購
入
し
て
「
た
く
わ
ん
漬
け
」
を
し
て
「開
拓
農
産
加
工
農
村
協
同
組

合
」
の
設
立
準
備
や
営
農
指
導、
資
金
導
入
償
還、
家
畜
購
買
な
ど
の
た
め
の

「開
拓
農
業
協
同
組
合
」
設
立
準
備
を
進
め
て、
翌
二
十
四
年
三
月
四
日
と
六

月
十
六
日
各
々
の
設
立
登
記
を
完
了
さ
せ、本

格
的
な
開
拓
営
農
に
は
げ
ん
だ
。

昭
和
二
十
三
年
に
馬
一三
頭
や
牛
五
頭
な
ど
家
畜
を
導
入
し
、
畜
力
開
墾
を

行
う
よ
う
に
な
っ
て
開
墾
面
積
も
増
え
て、
二
十
五
年
に
は
九三
町
歩
余、
作

付
は
六
一
町
歩
と
し
だ
い
に
拡
大
し
て
き
た
も
の
の
営
農
資
金
の
借
入
れ
も
年

増々
加
す
る
た
め、
全
員
協
力
し
て
開
墾
補
助
工
事
の
農
道
整
備、
東
七
丁
目

八
丁
目
の
側
溝
工
事
な
ど
も
行
っ
て
い
た。
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幌
倉
開
拓
の
入
植
地
区
は
高
台
地
区
に
当
た
る
た
め、
水
の
利
用
に
は
非
常

に
苦
労
し
た
所
で
あ
っ
た
。
特
に
飲
料
水
に
恵
ま
れ
ず、
三
メ
ー
ト
ル
か
ら
五

メー
ト
ルの
掘
井
戸
の
上
水
を
用
い
て
い
た
が
夏
に
は
渇
水
と
な
り、
水
質
も

カ
ナ
ケが
ひ
ど
く、
お
茶
に
入
れ
る
と
真
黒
の
お
茶
に
な
る
と
い
う
状
態
で
あ

っ
た
。

昭
和二
十
七
年
町
費
補
助
で
一
カ
所
を
集
中
的
に
掘
る
井
戸
掘
が
行
わ
れ
て

比
較
的
よ
い
水
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の、
ラ
ウ
ネ
川
以
北
の
高
台

地
で
一三
〇
メ
ー
ト
ルの
ボ
ー
リ
ン
グで
も
水
が
出
な
か
った
記
録
が
あ
る
と

い
う。
昭
和
三
十
年
ま
で
に
当
初
計
画
の
開
墾
が
な
さ
れ、
各
が々
営
農
に
は
げ
み

ラ
ウ
ネ
川
の
揚
水
に
よ
る
水
田
も
一
部
行
わ
れ、
電
化
事
業
も
進
み
電
灯
も
つ

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

し
か
し、
全
体
的
に
は
地
味が
悪
く
収
量
は
思
わし
く
な
い
た
め、
生
計
を

維
持
す
る
の
が
や
っと
と
い
う
状
態
で
あ
った
。

ち
ょう
ど
こ
の
頃、
滝
川
に
陸
上
自
衛
隊
の
誘
致
が
決
定
し
、
演
習
場
用
地

が
必
要
と
な
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
耕
地
と
し
て
特
に
不
適
な
ラ
ウ
ネ
川
以
北
を

売
却
す
る
こ
と
に
な
り
、
九
九
町
六
反
二
畝
余
が
決
定
し
て
一二
戸
の
離
農
転

業
と
な
っ
た
。
そ
の
後
に
つ
いて
は
農
業
協
同
組
合
の
維
持
も
困
難
と
な
り
、

昭
和三
十
五
年
四
月
解
散
登
記
も
完
了
し、
幌
倉
開
拓
の
幕
が
閉
じ
ら
れ
た。

開
拓
農
業
協
同
組
合
歷
代
組
合
長

初
代
・二
代
奥
山
与
作
三
代
水
野
武
雄
四
代
藤
田
信
徳

<
町
事
務
報
告、
苦
難
から
躍
動
へ>

戦
後
食
糧
増
産
対
策
及
び
戦
災
疎
開
者

帰
農
入
植
を
望
む
者
の
た
め、
昭
和二
十

二
年
緊
急
開
拓
五
か
年
計
画
が
立
て
ら
れ
た
が、
そ
の
後
こ
の
計
画
も
改
正
さ

れ、
昭
和
二
十
三
年
か
ら
二
十
六
年
に
わ
た
り、
主
と
し
て
農
家
の二
、
三
男

の入
植
を
対
象
と
す
る
よ
う
に
な
り、
東
十
五
丁
目
野
口
智
恩
株
式
会
社
所
有

地
及
び
滝
川
種
羊
場
用
地
の
一
部
払下
げ
を
受
け、
入
植
計
画
を
立
て
入
植
さ

せ
た
。
戦
後
入
植
し
た
開
拓
者
が、
協
同
し
て
開
拓
事
業
を
完
遂
し、
農
業
生
産
の

増
強
を
図
り、
経
済
的
社
会
的
に
地
位
の
向
上
を
期
す
る
目
的
で
「江
部
乙
開

拓
農
業
協
同
組
合
」
が
昭
和二
十
四
年二
月
十
五
日
創
立
さ
れ、
組
合
員
の
事

業
及
び
生
活
必
要
資
金
の
貸
与
、
土
地
造
成
及
び
改
良
事
業、
福
祉
そ
の
他
施

設
の
共
同
設
備、
そ
の
他
農
道
工
事、
大
農
具
・
家
畜
導
入
な
ど
を
進
め
た
。

<江
部乙
町
史
よ
り>

第
三
節

稲
作

1
稲
作
の
発
祥

本
道
の
米
作
り
の
起
源
は、
貞
享
二
年
(徳川
綱吉
時代)

渡
島
国
亀
田
村
に

始
ま
る
と
い
わ
れ、
松
前
藩
で
も
米
作
り
を
奨
励
し
、
安
政
以
降
渡
島
地
方
で

百
余
町
歩
の
開
発
を
みる
に
い
た
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し、
慶
応
二
年
及
び
明
治二
年
の
大
凶
作
に
出
あ
い
米
作
農
家
は
大
打

撃
を
蒙
り
一
頓
座
し
た
り、
明
治
十
四
年
札
幌
本
庁
管
内
の
産
出
米
は
わ
ず
か

一〇
〇
石
ぐ
ら
い
に
過
ぎ
な
か
った
の
で、
ケプ
ロン
ら
の
外
人
技
師
は、
気

候
、
風
土
から
も
不
適
当
と
断
定
し
た
た
め、
当
局
も
積
極
的
な
奨
励
を
し
な

業

江
部乙
南
及び
東
十
五
丁
目
開
拓

や
外
地
引
揚
者
の
救
済
策
と
し
て
、

第
一
章
農
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い
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
麦
作
奨
励
を
方
針
と
し
た
た
め、
稲
作
は
い
っ
こ

う
に
普
及
し
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
移
民
の
増
加
と
と
も
に
漸
次
各
所
で
試
作
が

行
わ
れ
て
い
た
の
で、
明
治
二
十
五
年
北
垣
長
官
は
米
作
り
に
希
望
を
も
っ

て
、
七
重
種
畜
場
や
白
石
村
の
水
田
試
作
場
で
各
種
の
水
稲
試
験
を
行
わ
せ
た

結
果
良
好
な
成
績
を
収
め、
種
子
を
選
択
し
て
そ
の
普
及
発
達
に
努
め
た。

上
川
地
方
で
も
す
で
に
明
治
二
十
五
年
こ
ろ
か
ら
神
居、
永
山
村
で
試
作
さ

れ
、
同二
十
七
年
に
は
鷹
栖
村
も
試
作
す
る
な
ど
、
上
川
原
野
の
開
発
と
と
も

に
各
地
で
試
作
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。

空
知
管
内
で
は、
明
治
十
七
年
月
形
村
字
知
来
乙、
須
部
頭
川
上
流
に
て
、

樺
戸
集
治
監
囚
徒
に
よ
っ
て
試
作
が
行
わ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
年
は
結
実
を
み
ず
一
時
中
止
し
て
い
た
が、
そ
の
後
監
獄
署

付
近
に三
反
歩
の
水
田
を
拓
い
て
試
作
し
た
が、
こ
れ
も
失
敗
し
て
結
実
を
み

ず
、
明
治二
十
四
年
再
度
の
試
作
に
よ
り
少
量
の
収
穫
が
で
き
た
。

こ
の
こ
ろ
、
時
を
同
じ
く
し
て
長
沼
村
の
中
野
軍
治
が、
千
歳
村
か
ら
移
住

し
て
き
た
鈴
木
喜
代
治、
北
守
三
郎
と
と
も
に
三
反
歩
の
水
田
を
試
作
し
て二

俵
の
籾
を
収
穫
し
た
の
が
明
治二
十
二
年
の
こ
と
で
、
こ
れ
が
空
知
で
米
を
収

穫
し
た
最
初
と
い
わ
れ
る
。

当
時
は
寒
地
に
適
す
る
耕
種
法
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
た
め、
品
種
の
選
択
が

試
作
の
成
否
を
決
定
す
る
鍵
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く、
幾
度
か
の

試
作
失
敗
を
重
ね、
水
稲
栽
培
を
危
険
視
さ
れ
な
が
ら
も
続
け
ら
れ
た
。

滝
川
の
米
作
り

明
治
二
十
五
年、
屯
田
兵
石
丸
辰
吉
が二
丁
目
坂
下
の

追
給
地
に、
赤
毛
早
稲
を
水
苗
代
で
苗
仕
立
し
て
作
付、
そ
の
秋
翔
一
石
八
斗

を
収
穫
。
ま
た、
屯
田
兵
佐
藤
竹
蔵
は、
明
治二
十
四
年
滝
の
川
西二
丁
目
に、

赤
毛
を
試
作
し
た
が、
実
際
の
収
穫
は二
十
六
年
か
ら
で、
明
治
二
十
八
年
に

は、
一町
五
反
歩
を
水
田
に
し、
反
平
均二
俵
八
分
ほ
ど
の
収
穫
を
あ
げ
た
。

江
部
乙
に
お
い
て
は、
明
治二
十
七
年、
通
り
九
丁
目
で、
屯
田
兵
石
田
源

一
郎
の
父
安
一
郎
が、
赤
毛
を
熊
穴
川
の
傍
に
約
二
畝
歩、
自
然
流
下
水
を
利

用
し
て
試
作
を
始
め
た
。

そ
の
こ
ろ
、
米
は
全
部
内
地
か
ら
移入
、
米
半
麦
半
の
飯
は
上
等
の
方
で、

普
通
は
米三
、
四
分、
麦、
粟
六、
七
分
の
混
食
で、
正
月
餅も
粟、
稲
黍
が

主
で
糯
米
は
僅
少
で
あ
っ
た
。

2
水
稲
の
作
況

春
以
来
気
温
低く
、
作
物
の
生
育
不
良
で、
稲
は

明
治三
十
五
年
の
凶
作

稀
に
み
る
凶
作
で
あ
っ
た
。

そ
のう
え
九
月
中
旬
た
ま
た
ま
大
暴
風
に
遭
遇
し
、
そ
の
被
害
は
増
大、
全

道
二
五
郡
の
地
域
に
わ
た
る
稲
作
は
皆
無
と
い
う
あ
り
さ
ま
で、

一反
歩
平
均

収
穫
わ
ず
か
一斗
四
升三
合
弱
で、
前
年
の
平
均
収
量
一
石
三
斗
八
升
に
比
べ

る
と
約
十
分
の
一
と
い
う
み
じ
め
な
収
穫
に
終
わ
っ
た
。

道
庁
及
び
道
農
会
で
は
本
年
度
産
の
は、
稲
作
地
帯
の
来
年
度
種
翔
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で、
売
ら
な
い
よ
う
警
告
し
続
け
た。

そ
れ
は
本
道
に
適
す
る
稲
の
品
種
「
赤
毛
」
は
内
地
府
県
か
ら
求
め
る
こ
と

の
で
き
な
い
品
種
で
も
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
年、
滝
川
村
か
ら
買
い
上
げ
ら
れ
た
の
は二
〇
石
で
あ
り、
冷
害
で
は

.12



あ
っ
た
が
、
種
籾
を
出
さ
れ
る
程
度
で、
他
に
比
べ
て
恵
ま
れ
た
地
で
あ
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

大
正
二
年
の
大
凶
作

こ
の
年
は
全
道
各
地
と
も
気
温
著
し
く
低
く、
降

霜
も
平
均
よ
り
約
半
月
早
く、
九
月
十
四
日
に
降
霜
を
見
た。
そ
の
上
八
月二

十
七
・
八
日
の
両
日
暴
風
雨
が
襲
来、
作
物
の
登
熟
を
害
し
大
凶
作
と
な
る
。

移
住
し
て
か
ら
大
正
ま
で
の
農
業
は、
屯
田
兵
と
そ
の
家
族
に
よ
る
農
業
で

生
産
物
の
販
路
も
十
分
で
は
な
く、
苦
労
し
な
が
ら
実
り
の
少
な
い
貧
し
い
生

活
の
連
続
で
も
あ
っ
た
。

当
初
屯
田
兵
の
目
的
は、
兵
農
従
事三
年
間
米
・
味
噌
そ
の
他
生
活
物
資
も

給
与
さ
れ
る
が、
そ
の
後
は
自
給
自
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
った。

農
作
物
も
食
糧
用
と
し
て
裸
麦、
大
・
小
豆、
馬
鈴
薯、
そ
ば、
燕
麦、
工

業
用
と
し
て
亜
麻
の
作
付
な
ど
が
あ
り
、
移
住
の
翌
年
植
樹
さ
れ
た
林
檎
も
、

二
十
八
、
九
年
ご
ろ
か
ら
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

西
裡
水
田
組
合

全
道
各
地
で
水
田
事
業
が
予
想
以
上
に
好
成
績
を
収
め

て
い
る
の
を
み
て、
滝
川
に
も
灌
漑
溝
を
開
さ
く
し
、
そ
の
実
効
を
挙
げ
ね
ば

な
ら
な
い
と、
西
川
民
之
助、
高
橋
萬
治、
吉
田
伊
太
郎、
野
村
貞
輔、
宮
本

幸
太
郎、
達
見
綱
一
郎、
小
田
芳
太
郎
が、
ま
ず
西
裡
揚
水
機
水
田
組
合
の
創

立
に
奔
走
、
蒸
気
機
関
に
よ
っ
て
石
狩
川
の
水
を
揚
水
す
る
こ
と
を
計
画
し
、

大
正
元
年
十
月
二
十
二
日、
空
知
支
庁
及
び
北
海
道
庁
に
出
願、
大
正
二
年三

月
二
十
七
日
認
可
が
与
え
ら
れ、
同
年
五
月三
十
一
日
に
竣
工
し
た
。

水
路
延
長
三
、
六
六
五
間、
灌
漑
反
別
一
八
〇
町
歩
、
組
合
員
五
二
名(組合

長
白
銀政太

郎)、
工
事
費
一
万
五、
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た
。

こ
の
組
合
は
大
正
十
年、
空
知
土
功
組
合
灌
漑
溝
工
事
の
完
成
と
共
に、
そ

業

の
区
域
に
合
流
し
、
本
組
合
は
解
散
し
た
。

洪
水
と
の
た
た
か
い

石
狩
川
上
流
地
域
の
開
発
が
進
む
に
従
い、
森
林
の

伐
採
は
水
源
枯
渇
と
共
に
洪
水
量
の
増
加
と
な
り、
鉄
道
以
西
の
耕
地
は
、
河

川
の
氾
濫
に
よ
っ
て
常
に
浸
水
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ、
融
雪
時
の
出
水
に
よ
る

浸
水
は
定
期
的
に
襲
来
し
た
の
で
あ
る
。

石
狩
川
氾
濫
の
中
で、
最
も
水
位
高
く
被
害
の
大
き
か
っ
た
の
は、
明
治
三

十
一
年
の
浸
水
で
あ
った
。

九
月
七
日
よ
り
降
り
出
し
た
雨
は、
非
常
な
量
で
九
日
ま
で
続
き、
小
河
川

の
水
量
は
急
増
し、
こ
れ
につ
れ
て
石
狩
川
の
水
高
も
、
見
る
見
る
激
増
氾
濫

し
て
、
洪
水
は
一
挙
に
鉄
道
線
路
ま
で
押
し
寄
せ
た
。
こ
の
た
め
鉄
道
線
路
以

西
の
家
屋
は
軒
ま
で
浸
水、
救
助
舟
が
出
て
人
畜
に
死
傷
の
な
い
よ
う
努
め

た
。ま
た
、
洪
水
の
た
め
炊
事
の
で
き
な
い
者
に
対
し
て
は、
救
済
資
金
を
貸

与
、
年
賦
償
還
の
方
法
が
と
ら
れ、
本
町
ば
か
り
で
な
く
本
道
に
お
け
る
稀
有

の
惨
事
で
あ
っ
た
の
で、
天
皇
陛
下
に
は
特
に
内
帑
金
よ
り
御
下
賜
金
を
罹
災

者
に
賜
わ
り
激
励、
特
別
救
助
と
し
扶
助
米
及
び
塩
菜
料
を
給
与
さ
れ
る
等、

鋭
意
そ
の
救
済
に
つ
と
め
ら
れ
た。

し
か
し
、
そ
の
後
大
正
時
代
に
あ
っ
て
も
、
融
雪
時
の
出
水
の
ほ
か
に、
夏

季、
秋
季
の
増
水
が
頻
発
し、
大
正
四
年、
六
年、
八
年、
九
年、
十
一
年
と

ほ
と
ん
ど
隔
年
に
浸
水、
猛
威
を
た
く
ま
し
く
し
た
た
め、
農
家
の
被
害
も
大

き
く、
経
済
的
困
窮
も
甚
だ
し
か
っ
た。

特
に、
畑
耕
作
の
多
か
っ
た
大
正
十
年
ま
で
は、
水
稲
耕
作
の
場
合
よ
り、

そ
の
損
害
は
莫
大
な
も
の
が
あ
っ
た。

第
一
章
農

・
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第
八
編
産
業
・
経
済

大
正
年
代
の
農
業
(滝川

町)
で
は、
農
業
面
積
が
増
加
し
て
い
る
の
に、
戸

数
も
人
口
も
減
少
し
、
加
え
て
自
作
農
の
激
減
は、
屯
田
兵
家
族
が
農
業
か
ら

他
に
転
職
・
転
出、
農
家
と
し
て
専
念
す
る
人
達
が
残
り、
農
耕
馬
の
飼
育
農

機
具
の
進
歩
と
そ
の
利
用
度
の
高
ま
り
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

大
正
一
五
二、三

六六町
五|六六

六
戸
一
八二
戸三
七三
戸
一
一
一戸

四、
〇
五
七
人

大
正
元
二、
〇
四
八
町
九
九
五
七
戸
五
一
三
戸
三
二
〇
戸
一
二
四
戸
六、

一四
六
人

年
次

農
地
面
積

農
業戸
数
自
作
農
小
作
農
自
小
作
農
人

口

○
戦
前
期
(昭
和元
年
～
十
二
年)

凶
作
の
連
続

昭
和
六
年
は
早
春
よ
り
長
期
に
わ
た
る
低
温
の
た
め、
発

育
遅
延
し、
反
当
収
穫
わ
ず
か
に
七
斗
八
升
三
合
(水
稲)
と
い
う
凶
作
と
な

り
、
更
に
翌
七
年
に
は
八
月
十
四
日
降
り
始
め、
引
続
い
て
九
月
上
旬
に
か
け

て
前
後
八
回
に
及
ぶ
降
雨
に
よ
り
出
水
大
被
害
を
被
り、
水
稲
の
反
収
実
に
四

斗
五
升
六
合
と
な
り
、
さ
ら
に
翌
八
年
七
月
三
十
日
夕
刻
、
た
だ
一回
の
降
雨

に
よ
る
出
水
の
た
め
浸
水
し
て
そ
の
被
害
甚
大、
鉄
道
以
西
の
田
畑
耕
作
者
の

生
活
は
特
に
窮
乏
そ
の
極
に
達
し
た
。

昭
和
九
年
は、
積
雪
量
多く
春
の
融
雪
期
は
一
般
に
遅
れ
た
が、
五
月
から

七
月
ま
で、
局
部
的
に
降
雹
、
薄
霜
の
所
も
あ
った
と
は
い
え
、
気
温
も
高

か
った
。
と
こ
ろ
が
七
月
七、
八
日ご
ろ
か
ら
高
気
圧
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
停

迷
し
、
北
寄
り
の
冷
風
を
送
り、
昼
夜
の
気
温
差
激し
く、
八
月
上
旬
ま
で
の

気
温
は、
大
正
二
年
の
大
凶
作
の
年
よ
り
低
く、
九
月
上
旬
ま
で
続
き、
著
し

く
作
物
の
生
育
を
阻
害
し
た
。

昭和九年

・
下
旬
二・七

・
二

三
中
旬

上
旬

10・三

九・〇

五
月10・八

一三・五

九・四

六
月

二〇・七

一九・四

二三・五
一四・七

一七・三

七

一七・九

一六・九

二〇・三

三・三

一八・三
二
・二
一九・三

八
月一九・〇

二〇・七
一六・二一六・六

一九・○一七・五

九
月

一四・○一四・〇

護
岸
工
事
で
出
島
を
ま
も
る

滝
の
川
西
六
丁
目、

故
堀
田
平
二
所
有
地

が
、
出
島
入
口
通
路
の
南
北
に
あ
り、
石
狩
川
の
増
水
の
た
び
欠
壊
が
ひ
ど

く、
本
流
と
本
流
の
距
離
僅
か
六
〇
〇
間
ほ
ど
に
な
る
。
堀
田
は
自
己
所
有
地

が
川
に
な
る
ば
か
り
で
な
く、
突
出
し
て
い
る
出
島
の
良
田
百
数
十
町
が
離
島

に
な
っ
て
は
と
い
う
考
え
か
ら
、
護
岸
工
事
を
し
た
い
と
言
い
だ
し
た
。

当
時
助
役
で
あ
っ
た
酒
井
信
高
と
役
場
土
木
係
で
土
功
組
合
理
事
で
あ
っ
た

樋
口
隆
治
に
願
い
出
札
し
、
道
会
議
員
東
英
治
の
同
行
で、
道
庁
中
村
部
長
に

陳
情
し
た
。

そ
の
時、
東
道
議
は
図
面
を
見
な
が
ら
「
新
十
津
川
村
領
の
い
わ
ゆ
る
タ
コ

の
首
(採草

地)
を
切
断
す
れ
ば
、
護
岸
の
必
要
が
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
言

わ
れ
た
。
部
長
は
そ
の
時、

「そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
あ
な
た
の
地
元、
新
十

津
川
村
民
か
ら
非
難
さ
れ
ま
せ
ん
か
」
と
言
う
と
、
東
道
議
は
図
面
に
一線
を

ひ
か
れ
「
こ
う
す
る
こ
と
が
将
来
両
町
村
を
水
害
か
ら
守
る
こ
と
で
あ
っ
て、

国
の
利
益
に
も
な
る
。
議
員
と
し
て
は
当
然
で
は
な
い
か
」
と
い
わ
れ
た。

そ
の
一
線
は、
現
在
切
り
替
え
さ
れ
た
河
身
で
あ
り
、
昭
和
六
年
に
は
北
側

が
護
岸
施
設
さ
れ、
七
年
の
春
に
は
南
側
(西五丁

目)
が
施
行
さ
れ、
蛇
篭
に

14

一六・三
一八・三

一四・八
一七・三

平
均
本
年
平
均
本
年
平
均
本
年
平
均
本
年
平
均|本
年

七
月
一

月

‒‒‒



入
れ
る
石
は
砂
川
の
石
山
から
採
石
運
搬
さ
れ
た。
こ
の
た
め
七、
八
年
の
大

水
害
に
も
欠
壊
せ
ず
に
す
ん
だ
の
で
あ
る
。

石
狩
川
流
水
計
画

昭
和
七、
八
年
の
石
狩
川
大
水
害
に
よ
り
江
部
乙
十

二
丁
目
以
南
と
西
七、
八
丁
目
の
低
地
六
十
数
町
歩
の
水
田
は
収
穫
皆
無
に
等

し
か
っ
た
。

そ
れ
は
西
六
、
西
七
丁
目
境
界
線
に
あ
る
空
知
土
功
組
合
支
線
が
盛
土
さ

れ、
い
わ
ゆ
る
出
島
の
奥
ま
で
堤
防
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
迂
回
し
て
い
た
石
狩
川
水
流
は、
西
七、
八
丁
目
に
停
滞
し
て

大
被
害
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で、
江
部乙
と
西
七、
八
丁
目、
そ
れ
に
切
断
さ
れ
る
お
そ
れ
ある
西

六丁
目
も
加
わ
り
、
住
民
一
体
と
な
り、
新
十
津
川
の
個
人
所
有
地
を
買
収

し、
い
わ
ゆ
る
タ
コ
の
首
を
切
断
すべ
く
計
画
し
た
。

そ
の
事
由
と
す
る
こ
と
は、
タ
コ
の
首
の
土
地
を
買
収
し
た
ら
根
元
に
溝
を

掘
る
。
そ
う
す
れ
ば
石
狩
川
増
水
で
溝
を
流
れ
れ
ば、
欠
壊
し
て
本
流
と
な
る

仕
組
み
だ
っ
た
。

さ
て
、
いよ
い
よ
地
主
と
交
渉
を
重
ね
た
が、
買
収
に
要
す
る
三
万
円
程
度

の
金
が
な
い。
そ
こ
で
金
策
の
た
め
切
断
後
牛
馬
の
採
草
地
と
し
て
資
金
集
め

に
と
り
か
か
っ
た
と
こ
ろ、
当
時
町
会
議
員
で
あ
っ
た
故
棚
井
靖
太
郎
の
耳
に

入
り、
タ
コ
の
首
を
切
断
す
れ
ば
石
狩
川
の
本
流
は、
西
五
・
四
・
三
丁
目
に

突
入
し
て
く
る
よ
う
に
な
る
と
地
域
住
民
の
大
反
対
が
あ
り
、
一方
江
部
乙
で

は
沿
岸
築
堤
が
本
決
定
と
な
った
以
上、
タ
コ
の
首
切
断
の
土
地
買
収
必
要
な

し
と
の
理
由
か
ら
出
資
を
こ
と
わ
ら
れ
た。

し
たが
っ
て
せ
っ
かく
の
運
動
も
行
き
づ
ま
った
が、
いろ
い
ろ
な
経
過
を

業

経
て、
現
在
の
よ
う
な
流
水
計
画
が
実
施
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

農
村
の
疲
弊

昭
和
五
年
本
道
は
未
曽
有
の
大
豊
作
で、
北
海
道
産
米

は、
二八
八
万
五
四
七
石
を
収
穫
し
、
本
道三
〇
〇
万
石
祝
賀
会
を
挙
行
し

た
。し
かし
、
この
年
一
月、
浜
口
内
閣
の
金
の
輸
出
解
禁
と
世
界
的
経
済
恐
慌

に
影
響
さ
れ、
米
価
は
大
暴
落
を
な
し
、
庭
先
価
格
石
当
た
り
一四
円
一
五
銭

と
い
う
あ
り
さ
ま
で、
農
家
は
豊
作
貧
乏
に
陥
い
り、
失
業
者
は三
二
万二
、

〇
〇
〇
人
と
公
表
さ
れ、
「ル
ン
ペ
ン
」
と
い
う
言
葉
が
は
や
り、
駅々
の
ス

ト
ー
ブ
は
こ
れ
ら
に
よ
って占

拠
さ
れ
たも
の
で
あ
る
。
そ
の
上、
昭
和
六
年

に
は
石
狩
川
の
大
洪
水
の
た
め、
本
道
は
大
凶
作と
な
り、
産
米
は
一
〇
八
万

四、
五
五
七
石
に
大
減
収
し、
農
村
の
疲
弊
は
い
よ
い
よ
深
刻
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
ま
た、
昭
和
七
年
も
大
水
害
と
冷
害
に
災
い
さ
れ、
本
道
産
米
は
八

八
万
一、
一〇
〇
石
と
い
う
近
年
の
最
低
記
録
を
示
す
あ
り
さ
ま
で、
農
家
は

ど
ん
底
に
追
い
込
ま
れ、
再
起
の
気
力
さ
え
失
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た。

当
時
の
産
業
組
合
は、
こ
れ
が
再
建
に
資
す
る
だ
け
の
実
力
も
機
能
も
充
分

で
な
か
っ
た
た
め
に、
多
く
は
北
海
道
拓
殖
銀
行
な
ど
か
ら
土
地
を
抵
当
物
件

と
す
る
長
期
借
入
金
を
も
っ
て
経
営
を
続
け
た
が、
遂
に
倒
産
す
る
者
続
出
し

自
作
農
や
地
主
に
も
年
賦
償
還
不
能
に
陥
り、
抵
当
流
れ
に
よ
っ
て
百
数
十
町

歩
の
農
地
は
銀
行
の
所
有
地
と
な
り、
こ
れ
ら
の
者
は
銀
行
の
小
作
人
と
な
る

か
ま
た
は
転
職
す
る
の
や
む
な
き
状
態
と
な
っ
た
。

小
作
人
は、
農
作
物
収
穫
後、
直
ち
にこ
れ
を
現
金
化し
て
小
作
料
や
諸
々

の
支
払
い
を
そ
の
ま
ま
に
し、
一家
全
員
極
秘
裡
に
行
方
を
く
ら
ま
す
と
い
っ

た
「夜
逃
げ
」
が
ひ
ん
発
し
た
。

第
一
章
農
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こ
の
農
家
疲
弊
の
実
情
に
鑑
み、
滝
川
で
は
昭
和
七
年
十
月
六
日
の
農
林
省

訓
令
に
基
づ
い
て
昭
和
十
一
年
度
か
ら
「経
済
更
生
計
画
」
を
推
進、
江
部
乙

に
お
い
て
は、
昭
和
九
年
度
よ
り
第
一
期
五
カ
年
計
画
が
立
て
ら
れ、
農
村
振

興
方
策
が
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
江
部
乙
に
お
け
る
実
行
方
法
の
一部
を
抜
す
い
す
る
。

生
産
ノ
増
殖
ニ
関
シ
テ
ハ左
記
事
項
ノ
実
行
ラ
主
ト
ス
ル
コ
ト

(1)土
地
改
良
2)優
良
品
種
ノ
普
及
33)耕
種
法
ノ
改
善
(4)輪
作
法
ノ
改
善

(6)病
虫
害
ノ
駆
除
予
防
6)地
力
ノ
維
持
増
進
7)簿
記
ノ
記
入

一、
水
稲
ニ
関
ス
ル
増
殖
方
法

(1)優
良
品
種
ノ
普
及
2)正
条
直
播
実
行
33)堆
肥
ノ
増
産
4)病
虫
害
の
駆
除予
防

(6)泥
炭
湿
地
ノ
客
土
66)排
水
施
設
ノ
完
備
の
肥
料
ノ
配
合
8
用
水
掛
流
シ
ノ
廃
止

()品
質
改
良
ノ
目
的
ニ
テ
地
乾
ノ
廃
止

二、
畑
作
ニ
関
ス
ル
増
殖
方
法

(1)別
紙
参
考
表
ニ
ョ
ル
輪
作
法
適
用
ニ
ョ
ル
改
善
()優
良
品
種
ノ
普
及

(3)緑
肥
其
他
堆
肥
/
増
施
ニ
ョル
土
地
改
良
地
力
増
進
維
持
()酸
性
土
壌
改
良

(6)投
機
的
作
物
ヲ
制
限
シ
耕
作
作
物
ノ
配
合
ヲ
適
切
ニ
ス
ル
コ
ト

6)多
角
的
農
業
経
営
ノ
確
立

三、
果
樹
栽
培
増
殖
方
法

(1)肥
料
配
合
/
改
善
()剪
定
/
研
究
改
善

(3)堆
肥
/
増
施
並
二
緑
肥
作
物
栽
培
ニ
ヨ
ル
地
力
/
増
進
維
持
(4)病
虫
害
防
除
/
徹
底

(5)小
防
風
林
/
設
置
(6)品
質
向
上

こ
れ
ら
に
は
留
意
事
項
が
補
説
さ
れ、
経
営
指
針
な
ど
が
述
べ
て
あ
り、
農

村
不
振
打
開
の
た
め、
村
民
一
致
し
協
力
和
合、
自
力
更
生
を
強
調
し
て
い

る
。米
価
大
暴
落

第
一
次
世
界
大
戦
の
後
に
生
じ
た
世
界
的
な
経
済
恐
慌
は
、

遂
に
昭
和
五
年
に
至
っ
て、
日
本
経
済
に
も
波
及
し
、
米
穀
の
ご
と
き
は
未
曽

有
の
豊
作
に
も
か
か
わ
ら
ず
禍
い
さ
れ、
極
端
な
低
落
価
格
を示
し
た
の
で
あ

三 二

11
明
治
元
年

慶
応
元
年

元
治
元
年

文
久
元
年

万
延
元
年

安
政
元
年

嘉
永
元
年

弘
化
元
年

天
保
元
年

文政
元
年

文化元
年

享
和
元
年

寛
政
元
年

天
明
元
年

年年
代

参
考
事
項

一、八七ク
三、二三〃
一、四六ク

一円
空
〃

七八〃

六五
!

七九〃 〃
デ

四

四〇
ノ

七 天 宝

内
閣
制
度
始
る

日
本
銀
行
創
立

西
南
の
役

千
島
と
樺
太
と
交
換

地
租
改
正

参
考
事
項

格

1.00
100
一、四
一、咒 一、五五
一、七三
一、八五
一、三五
二、〇八
三、元八
四、八〇
二、六四
一、九 一、四 一、八
ク

二、〇五
!

一、八七ク
一、二〇

ク
八
ク

一円
三
銭

米
一
俵
価

天
明
元
年
以
来
米
一
俵
価
格
表格 米
一
俵
価

一
銭
明
治
四
年

年
代

山
県
内
閣

町
村
制
施
行

三 三三 元 元三 一九三

10三三

一四 二三 三

〃
元 三
ク 〃
三一六〃

一七ッ

一五!

二 〇 九 八 七六 五

伊
藤
内
閣

16
る
。昭
和
四
年
米
一
俵
一〇
円
四
〇
銭
で
あ
っ
た
も
の
が、
五
年
に
は
六
円二
八

銭
、
六
年
に
は
六
円
五
〇
銭
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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関
東
大震
災

高
橋
内
閣

万
人
総
人口

米
騒
動

原
内閣

寺
内内
閣

大
隈
内
閣

山
本
内
閣

桂
内
閣

西
園
寺
内
閣

桂
内
閣

米
検
査
制
度

西
園
寺
内
閣

日
露
戦
争

桂
内
閣

伊
藤
内
閣

大
隈
・
山
県
内
閣

伊
藤
内
閣

松
方
内
閣

日
清
戦
争

伊
藤
内
閣五、

五
〇〇

三、四〇
10、 二〇
一四、二〇
10.00

一四、六〇
八、買八
六、00
五、三 四、三一
七、二八
八、三 八、三
六、一六
五、云
四、00
四、九二
四、九二
五、二八
五、二八
四、三六
四、兵
四、九六
三、七六
三、美六
四、00
三、二八
四、一六
五、七二
四、00
三、六六 六
、二 二、三八
三円
高
銭
|大
正
三
年

1110
二九 三八 二七 二六 三五 二四 三 三 111 110 一九

一八

一七

一六

一五 二三 三

米
内、
近
衛
内
閣

平
沼
、
阿
部
内
閣

林
、
近
衛
内
閣
日
華

広
田
内
閣

岡
田
内
閣

事
変

浜
口
内
閣

田
中
内
閣

若
槻
内
閣

三、九〇三
三、六四八
三、二八〇
1,000
二、八三
二、〇六四
一、七三五
一、四八七円
$0000
三三0.00
六0.00
一八、八〇
一八、巴
一六、九〇

一六、五

一六、三
一六、三五
一、望
一三、九〇
二、八〇
10、九〇
10、八
10、八 八、三 六、モ
六、二八
10、80
10、六
10、八五
三、七〇

一三、六〇

燕
麦
(石
)

苹
果
(貫) 右

米
(石
)

区
分

農
産
物
価
格
(昭
和
五
年)‒‒

滝
川
‒

七、八〇八
七、一五〇
六、三三
五、六一〇
五、〇三〇
四、八八二
四、二八九
四、二二七
三、九六六
三、九六〇
三、八る

11100
一五〇 〇五

一七・五00

一三・000
二・000
六・000
一四・五00
二〇・〇00円

価 昭
和
五
年一四〇、四六六
五、六七四
三、四五八
四二0
五、九三四
六、七四七
五、五九九
四八、二八八
四、二二八 額

中
庸
を
と
る

及
び
昭
和
五
年
の

単
価
は
昭
和
四
年

昭和
五
年
収穫
高 要 銭

圭
四円
五
銭

四四円
吾
銭

一八、三〇
一八、二七〇
舌
、三三
一六、四

〇
一五、四四〇
一三、乳

一
10、三
八

八、八八〇
八、三
〇

八、一五二
八、〇九〇
八、
三六八円

戦
中
期
(昭
和
十三
年～
二
十
年)

林

南 イ
ン
ゲ
ン
豆

え
ん
豆

馬
鈴
薯

小 大 燕 種麦
(
裸
小
麦
)

水

類

生
産
と
消
費
(昭
和
五
年)‒‒江

部乙
ー

六円
三〇銭
四〇
銭

三
円
00
銭

昭
和
四
年

四六七、六三二
そ
、八
八貫
二六六 三石

二八、四
二貫
五一九
党 二八四

二九、四九五石

収
穫
高

単

銭
五円
三〇
銭

一
円
五
銭

大
平
内
閣

福
田
内
閣

三
木
内
閣

四九 八 四七

四六 四五 四四
三、
九九五円

』昭
和
四
年

五四 三三 三

吾

五一

五三 三三四 三

三一

1110
二九 二八 二七 二六
三五三 二 〇 九 八 七 六 五 四 三 二

大
正
元
年

四四 四三

四二
明
治
云
年
松
方
內
閣

(一
五
号
台
風)

鳩
山
内
閣

芦
田
内
閣
、
吉
田
内
閣

片
山
内
閣

吉
田
内
閣

終
戦

小
磯
内
閣

争

昭
和
元
年| 一四

三五円
三
銭

昭
和
三
年
石
橋
内
閣

佐
藤
内
閣

四一

80 三九 宅 三三六 三四 三

三

檎
瓜 豆 豆 麦 稲 類 池
田
内
閣

伊
勢
湾
台
風

岸
内
閣

一三・000

価

五八九、九〇〇円

田
中
内
閣

摘 昭
和
六
年

事
変

東
条
内
閣
太
平
洋
戦

四

0 三九 宅 三六
二 〇 九 八 七 六 五 四 三 二

若
槻
犬
養
内
閣
満
州

八、〇四八

業
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俵 編 み

昭
和
六
年
満
洲
事
変
以
降
米
作

に
対
す
る
保
護
国
策
は、
米
穀
自

治
管
理
法
を
初
め
大
い
に
進
み
、

農
業
倉
庫
建
設
に
よ
る
籾
貯
蔵
価

格
維
持
策、
米
作
農
家
の
税
負
担

軽
減
な
ど
相
次
い
で
行
わ
れ、
増

収
の
一途
を
た
ど
っ
た
こ
と
は
米

作
史
上
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ

る
。昭
和
十
二
年
七
月、
日
華
事
変

ぼ
っ発
以
後
同
十
五
年
ま
で
は、

消
費
生
産
統
制
の
漸
進
的
強
化
の

時
代
で
あ
り、
ま
た
戦
争
準
備
体

制
整
備
の
時
代
で
も
あ
っ
た
。
生

産
増
強
は
ま
ず
軍
需
品
よ
り
始
め

ら
れ、
昭
和
十
四
年
燕
麦
、
亜

麻、
玉
蜀
黍
の
作
付
割
当
て
が
行

わ
れ、
ま
た
軍
馬
の
鍛
練
が
始
め

ら
れ
た
。

次
い
で、
農
地
作
付
統
制
規

則
、
農
業
生
産
統
制
令
の
発
令
に

よ
る
本
格
的
統
制
の
実
施、
米
穀

管
理
規
則
の
制
定
に
よ
る
農
家
保

有
米
及
び
出
荷
米
の
割
当
が
な
さ
れ、
農
業
生
産
統
制
事
務
は
農
会
で、
現
物

取
扱
い
は
主
と
し
て
産
業
組
合
で
行
う
制
度
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
農
業
用
資
材

に
つ
い
ても
、
肥
料、
飼
糧、
農
薬、
農
機
具
類
な
ど
は
一
層
の
統
制
強
化
が

な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
下
主
な
農
業
用
統
制
に
関
す
る
規
則
及
び
年
次
を
記
載
す
る
と
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

肥
料
配
給
統
制
規
則
(昭
和
十
四
年
公
布)、

農
林
水
産
用
燈
油
及び
軽
油
配
給
要
項
(昭

和
十
四
年
五
月
公
布
)。
農
業
薬
剤
配
給
統
制
規
則
(昭
和
十
五
年
公
布)。

有
機
肥
料
配
給

株
式
会
社
に
よ
る
配
給
統
制
規
則
(同)

雑
穀
配
給
統
制
規
則(同)。

大
豆
及
び
大
豆
油
配

給
統
制
規
則
(同)

稲
藁
及
び
藁
工
品
配
給
統
制
規
則(同)。

青
果
物
配
給
統
制
規
則
(昭

和
十
六
年
公
布)。藷

類
配
給
統
制
規
則
(同
)。燕
麦
配
給
統
制
規
則
(昭
和
十
七
年
公
布)。

農
業
関
係
の
統
制

大
部
分
の
物
資、
公
定
価
格
設
定、
綿
製
品
及
び
ゴ
ム靴
の
切
符
制、

昭
和
十
三
年

昭
和
十
四
年

肥
料
割
当
配
給
、
その
他
購
買
券
を
発
行
し
た
も
の
(
ゴ
ム
靴、
綿
製
品
、
石

油、
地
下
足
袋、
軍
手、
煙
筒
及
び
曲
り、
釘
、
針
金、
農
機
具
)

昭
和
十
五
年

米
穀
(七
月
二
十
日
よ
り
切
符
制)、

燈
油、
揮
発
油、
重
油、
軽
油、
そ
の
他
の

油
類
、
絣
木
綿、
綿
ネ
ル、
肌
衣、
織
紺、
軍
手、
三綾
地、
地
下
足
袋、
乳

製
品
、
自
転
車
な
ど
の
タ
イ
ヤ
・
チ
ュー
ブ
、
学
童
靴
、
衛
生
綿、

マ
ッチ
、

針
金、
釘
、
ス
ト
ー
ブ
、
煙
筒
及
び
曲
り
、
セ
メ
ン
ト
。

昭
和
十
七
年

衣
料
切
符
制
(二
月
一
日
よ
り)
塩
の
通
帳
制
(一月

一日
よ
り
)
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昭
和
十
九
年

岩
塩
配
給
と
な
り
、
北
海
道
近
海
に
お
い
ても
、
火
力
蒸
溜
法
に
よ
る
製
塩

が
各
地
で
行
わ
れ
始
め
た
。

石
炭
の
統
制
(
暖房
用
炭の
炭
質
は
甚
だ
低
下
)

砂
糖
、
菓
子
、
味
噌
、
醤
油、
酒
(砂
糖及
び
乳
製品
は乳
幼児
に
特
配
し
、
酒
類
は

冠
婚
葬
祭
に
特配
さ
れ
た)、

農
業
用
作
業
衣、
綿
縫
糸
及
び
衣
料
品
全
部
。

昭
和二
十
年
ご
ろ
は、
衣
料
品
配
給
不
足
の
た
め
一
般
服
装
は
劣
悪
と
な
り、

ゴ
ム靴
の
不
足
は
な
は
だ
し
く
、
こ
れ
は
貴
重
品
と
ま
で
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た。
煙
草
の
配
給
(配
給
制
度と
な
り
愛
煙
家
は
不
足
な
の
でイ
タ
ド
リ
の
乾
葉
な
ど

を
代
用
品
と
し
て
用
い
た
)。

燈
火
用
燈
油
(昭
和
十
九
年、
二
十
年
は
配
給
が
極
め
て
少
量
で
あ
っ
た
の
で
無
電
燈
家
は

全
く
不
便
し
た)。

昭
和二
十
年
の
大
凶
作

戦
争
の
長
期
化
に
よ
り、
農
村
か
ら
重
要
な
農
業

経
営
者
あ
る
い
は
家
族
が、
多
数
出
征
・
応
召
又
は
他
の
職
場
に
異
動、
軍
需

工
場
動
員
、
勤
労
奉
仕
等
と
総
力
を
あ
げ
て
の
甲
斐
も
な
く
、
生
活
必
需
物
資

の不
足
と
そ
の
生
産
力
は、
減
退
の
徴
を
示
し
、
ま
た
昭
和
十
九
年
十
一月
よ

り
昭
和二
十
年二
月
に
か
け
て、
低
温
甚
し
く
零
下
三
十
度
を
超
え
る
こ
と
も

数
回
に
及び
、
苹
果
の
凍
害
、
中
枝
・小
枝
の
枯
損、
さ
ら
に
春
か
ら
八
月
上

旬
に
か
け
て
の
冷
気
は
生
育
を
遅
延
水
稲
も
八
月
半
ば
に
至
る
も
出
穂
せ
ず
の

状
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
年
は
全
国
的
にも
気
候
不
順
の
た
め
大
凶
作
と
な
り
産
米
は
極
端
に
減

収、
八
月
十
五
日
の
終
戦、
占
領
軍
の
進
駐、
占
領
政
策
の
実
施
な
ど
で
不
安

と
混
乱
が
続
い
た
中
で
政
府
は、
連
合
軍
最
高
司
令
部
に
食
糧
輸
入
の
懇
請
を

業

し
た
が、
い
ろ
い
ろと
困
難
な
事
情
の
た
め
充
分
な
輸
入
を
み
る
に
至
ら
な
か

っ
た
。
国
内
に
お
い
て
も
強
力
な
食
糧
供
出
政
策
が
実
施
さ
れ
た
が、
農
家
自

体
自
家
用
米
に
さ
え
事
欠
く
状
態
で
あ
っ
た
。

一
般
受
配
家
庭
の
不
安
焦
慮
は
言
語
に
絶
し、
い
わ
ゆ
る
「筍
生
活
」
と
い

う
珍
語
が
流
行
し
、
衣
料
品
一
枚
一
枚
が
闇
米
に
換
え
て、
は
が
れ
て
い
く
こ

と
を
風
刺
し
た
も
の
で
あ
る
。

配
給
米
は
四
、
五
十
日
も
遅
配
と
な
り、
各
人
は
食
糧
入
手
に
狂
奔
し
た
。

雑
穀
・
澱
粉
・
馬
鈴
薯
・
大
小
豆
・
燕
麦
は
上
の
部
で、
澱
粉
粕
団
子
や
粉
食

と
い
っ
て
ア
カシ
ヤ
の
葉
そ
の
他
野
草
を
粉
に
し
た
も
の
を
食
べ
て
、
命
を
つ

な
い
だ
者
さ
え
あ
っ
た
。

一方
進
駐
軍
から
の
援
助
も
行
わ
れ、
よ
う
やく
多
数
の
国
民
は
餓
死
を
免

れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

当
時
農
業
会
は、
シ
イ
ナ
・
澱
粉
粕
を
主
と
し
昆
布
粉
を
ま
ぜ
野
草
粉
食
の

装
置
を
設
け、
こ
れ
ら
の
食
糧
化
に
努
め
た
が、
不
充
分
な
配
給
は
行
き
渡
ら

ず
都
市
から
農
村
へ、
さ
ら
に
僻
地
農
村
へ
買
出
し
に
出
か
け
た
も
の
で、
そ

の
た
め
列
車
の
混
雑
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
衣
類
や
洋
服
類
、
金
属
製
品
・
皮

製
品
は、
ど
んど
ん
農
村
に
流
れ、
闇
売、
闇
買
は
公
然
と
横
行、
闇
商
買
を

職
業
と
す
る
闇
屋
が、
ふ
と
こ
ろ
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
い
った
。

戦
後
経
済
混
乱
期
(昭
和二
十一
年
～二
十
六
年)―‒戦

後
緊
急
開
拓
時
代
―‒

昭
和
二
十
年
十
一
月
閣
議
に
よ
り
緊
急
開
拓
実
施
要
領
が
決
定
さ
れ、
主
要

施
策
と
し
、
七〇
万
町
歩
の
開
墾、
二〇
万
戸
の
入
植
が
あ
げ
ら
れ、
二
十
五

年
五
月
北
海
道
開
発
法
公
布、
翌
六
月
北
海
道
開
発
庁
を
設
置、
二
十
六
年
七

月
に
は
北
海
道
開
発
局
を
設
置
し
た
。

第
一
章
農
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一方
、
昭
和
十
三
年
四
月
農
地
調
整
法
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
農
地
委
員
は

す
べ
て
官
選
で
あ
り
地
主
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
た
が、
昭
和二
十
一
年
十
二
月

そ
の
構
成
を、
小
作
五、
地
主
三
、
自
作
二
と
改
め、
公
選
に
よ
る
市
町
村
農

地
委
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
た。

水
稲
の
状
況

昭
和二
十
一
年
以
降、
農
業
労
働
力
は
充
足
さ
れ
て
き
た

が
、
戦
後
の
資
材
不
足
と
田
畑
の
荒
廃、
そ
の
回
復
は
容
易
で
な
く
、
増
反
と

生
産
の
向
上
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。

さ
ら
に
産
米
の
供
出
制
度
は
、
強
権
発
動
にま
で
発
展
し
た
た
め
、
農
民
の

生
産
意
欲
を
減
じ
、
憤
激
を
か
う
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
比
較
的
気
象
条
件
に

恵
ま
れ、
順
調
な
作
況
を
保
つ
こ
と
が
で
き、
昭
和
二
十
六
年
以
降
は、
肥
料

を
は
じ
め
と
す
る
生
産
資
材
が
豊
富
に
出
回
り
、
農
民
の
生
産
意
欲
も
急
速
に

高
ま
っ
て
き
た。

米
の
供
出
―‒滝
川
ー

年二
十
六

二
十
五

二
十
四

二
十
三

二
十
二 度

割
当
数
量

一七、
四
八
九
〃

一七、
六
八
九
〃

一五、
八
一
九
〃

一五、
八三
五
〃

一
五
、
六
六
四
石

供
出
数
量

一二
、
七
七
三
〃/

一七、
七
七一
!

一五、
九
六
一
〃

一六、
七三
七
〃

一五、
九
九
八
石
昭
2・12・29完

納

考

終
戦
後
の
食
糧
事
情

終
戦
を
境
と
し
て
の
経
済
的
大
混
乱、
北
海
道
は
冷

害
の
た
め
稲
作
は
じ
め
そ
の
他
作
物
の
凶
作、
脅
威
と
不
安
の
中
に
お
い
て
、

滝
川
町
と
し
て
も
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
尽
く
し
、
食
糧
入
手
に
奔
走
、
粉
食
工
場

を
設
け
る
な
ど
、
食
糧
の
需
給
に
努
力
し
た
が、
空
配
給
百
日
余
と
な
り、
雑

穀
、
乾
パ
ン、
馬
鈴
薯
、
玉
蜀
黍
な
ど
は
も
ち
ろ
ん、
生
澱
粉
ま
で
確
保
し
、

代
用
餅
や
代
用
パ
ン
と
し
て
急
場
を
し
の
い
だ
。

昭
和
二
十
二
年
十
二
月、
食
糧
配
給
公
団
発
足
以
来
は、
物
資
の
需
給
関
係

も
徐
々
に
緩
和
し
、
住
民
も
ま
た
方
々
の
荒
地
を
開
い
て
食
糧
自
給
に
奔
走
し

た
。昭
和
二
十
三
年
十
一
月
か
ら
は、
主
食
二
合
七
勺
に
増
配
さ
れ
る
こ
と
に
な

り、
二
十
四
年
から
は
蔬
菜
類
の
統
制
撤
廃、
翌
二
十
五
年
四
月
から
鮮
魚
類

が
統
制
撤
廃
と
な
り、
徐
々
に
戦
前
の
自
由
経
済
体
制
を
取
り
戻
し
て
い
っ

た
。昭
和
二
十
六
年
三
月
、
食
糧
配
給
公
団
を
解
散
し
、
民
営
米
屋
制
度
に
移
管

と
な
り、
雑
穀
の
統
制
も
撤
廃
さ
れ、
八
月
から
主
食
の
増
配
も
行
わ
れ、
食

糧
事
情
が
常
態
に
復
帰
し
て
き
た
。

経
済
復
興
期
(昭
和二
十
七
年～
三
十
七
年)‒‒

地
区
開
拓
計
画
期̶
‒

こ
の
時
期
は
水
田
農
業
近
代
化
の
時
代
に
入
る
時
で
、
北
海
道
総
合
開
発
第

一
次
五
か
年
計
画
(昭27～31)

が、
資
源
開
発
を
目
指
し、
電
源
開
発
、
道

路
・
港
湾
・
河
川
等
の
整
備
拡
充、
食
糧
増
産、
開
発
基
本
調
査、
人
口
六
〇

〇
万
人
を
、
開
発
計
画
及
び
主
要
施
策
と
し
て
推
進、
さ
ら
に
第
二
次
五
カ
年

計
画
を
立
て、
産
業
の
振
興
を
開
発
の
特
色
と
し、
昭
和
三
十
三年

か
ら
三
十

七
年
に
亘
り
、
道
路、
港
湾
等
産
業
基
盤
の
増
強、
電
源
開
発、
国
土
保
全
施

設
の
整
備、
農
業
生
産
基
盤
の
拡
充
強
化、
農
林
水
産
業
の
生
産
性
向
上、
鉱

工
業
の
積
極
的
開
発、
文
化
厚
生
労
働
施
設
の
整
備、
人
口
五
五
〇
万
人
を、

開
拓
計
画
、
主
要
施
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
時
で
も
あ
る
。
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ヘ
ク
タ
ー
ル

一、
七
二
四
町

一、
七
八
〇
町

一、
七
八
四
町

一、
七
〇
三
、
七
五
、
二
四

「ヘ
ク
タ
ー
ル

一四、
三
九
六
反
〇
、
九
三

一四、
二
九
七
反
二
、
二
八

面面
積

六、
〇

六、
六

五
、
九

五
、
六
七

九俵八俵四俵〇 九俵〇石六石〇石
反

・
三
六
五

・
四
〇
〇

〇
・
三
五
六

〇
・
三
四
〇
屯

二、
二四九

二、
一二
〇

九
三
六

二
、
二
九
〇

一、
〇
九
八

一、
五
一
四

五俵六俵〇俵〇俵四俵 石一石八石一、 種

一
、
一
四

三
、
四
四

三
、
四
三

三
、
三
九

三
、
四
〇
七

一、
二
九

一
五
五、

一、
一
四 子

四俵八俵六俵八俵七俵六石八石四石
食一
四、
八
八
C

一九、
二
五〇

一七、
三
五

一
八、
四
一

二〇
、
八
三

・八、
二八

六、
七
六五、
八、
三
七
七

用

○俵○俵一俵七俵九俵○石五石七石

一六、
〇
二
四

二二
、
六
九
八

二〇
、
七
八
七

二
一、
八
一

二
四、
二
四
六

七、
九
二
一、 計 有

四俵八俵七俵五俵六俵六石三石一石

九
五、
六
三
三
俵

八
五
、
二
六
九
俵

八〇
、
四
二
三
俵

六
九、
三三
七
俵

六
五、
七
二
四
俵

二
三
、
五
一
七、
二
石

五
、
五
五
五
、
八
石

二
三
、
一六
六、
八
石

予
約
済
数
量

九
五、
〇〇〇

年
一〇
〇
、
九
〇
〇
俵

八
四、
九
二
三
俵

七
九、
三三
五
俵

七
一、
六
四
八
俵

二
四、
七
六
八、
○
石

五
、
五
三
八
石

(十
二
月
末
出
荷
数
量
)

二
三
、
三
八
〇
八
石

出
荷
済
数
量

九、
二
七
五

八、
一五
三

七、
三八
九

三
八、
八
一
六

三
三、
一五
七

一
四、
四
五二

三
五、
九
六
一

一
九、
五
一三

一
七、
三
六
九

三
二
、
〇
二
一石

産
量

台
風
9
号(補
正
数
量
九〇
俵
)

(補
正
数
量
三
、
六
八
二)

一
一
八
・
三

一
〇
五
・
三

一
一四

一〇
九

一〇
五
・三

九
九・
七

一〇
一
%

十
二
月
末
出
荷
進
陟
状
況

<
滝
川
>

考

水
稲
の
状
況一九、
六
一
〇

一八
、
二
九
〇

一七、
八
三
三

一九、
〇
四
六

一七、
四
七
七

一
四、
五〇
〇

一四、
三
九
六

一四、
一六
九

一四、
四二
四

一三
、
九
〇
七

一
七、
二〇
二
反
七

作
付
面
積

滝

一〇
四、
五
六
五

一
一五、

七
六
六

一〇
五
、
七
一〇

一
〇
一、

一五(
九
五
、
七九

一三
、
四
七
七、

三
二
、
六
八
七、

反
収

生
産

量

産
米
出
荷
(含
産
米
事
前
売
渡
し
予
約
数
量
)

3 3 333736353433323130292827

昭
27

年
度

一、
七
一
七

3737 36 35 34 33 32 31 30

33

年
度

保 七、
一五
八

七
、
三
一
六

六、
三
四
九

六
、
四
七
六
屯

三
九、
三〇
五

三〇
、
七
四〇

一三
、
四
七
五

三
二
、
四
四
七

一
五、
八三
七

二
一
・〇
五
五

川

「
産

量

二
一
、
九
二
〇

一
八、
五
六〇

一
八、
四
三
八

一
八、
二
四
八

一六
、
〇
九
九

一五、
七
七
四

一五、
三
七
五

一五
、
一五
四

一四、
二
五
三

一四、
二
六
一

一
四
、
二
一三
反

作
付
面
積

江
反

四
二
三

四三
九

○、
四
〇
一

○
、
四
〇
六
屯

二
、
四
一
一

二、
一〇
二

九
四〇

二、
三七
三

一、
三
六
九

一、
二
一
八

二、
二
五
二
合

部

収
生

乙七、
四〇
六
屯
台
風
10号

長
期
低
温・
台
風
9
号

台
風15号、

水害、
冷害

冷
害
・
旱
害
・
病
虫
害

備

一、
五
九三
合

二
七
・
四
一
一石

収
生

一、
六
二
〇
〇
反
二
、
一二〇

三
四、
三
四
四

九
、
五
七
六

九、
五
二

(改
訂
指
示
数
量
)

俵
一〇
三
・
三

21



第
八
編
産
業
・
経
済

予
約
申
込
数
量

一
一七
、
〇
三
〇
俵

一〇
五、
一八
五
俵

九三
、
八
四九
俵

八
一、
六
七二
俵

七二、
六
七三
俵

二
五、
六
五
二
石
四
斗

申
込
外
売
渡
数

量
政
府
売
渡
数
量

一〇
九、
一八
五俵

一一
三、二

四
一俵

九
四、
七三
二
俵

九
〇、
三八
六
俵

八〇
、
〇
六
八
俵

二
七、
二
五
一
石
二
斗

出
荷

九
三
・
三

一〇
七
・
〇

一〇
一
・〇

一
一〇
・
七

一
一〇
・
二

一〇
五・
七%

率

・
米
の
事
前
売
渡
し
制

<
江
部乙
町
「お
知
ら
せ」
45号
・56号

よ
り
抜
す
い
>

今
ま
で
毎
年
行
な
わ
れ
て
き
た
米
の
供
出
割
当
制
度
は、
本
年
度
(昭
和三
十

年
度)
か
ら
や
め
て、
「事
前
売
渡
し
申
込
み
制
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
制
度
は、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
複
雑
な
割
当
方
法
と
ち
が
っ
て、
農
家

の
皆
さ
ん
が
自
分
の
判
断
で
政
府
に
売
渡
す
数
量
を、
登
録
し
て
い
る
指
定
集

荷
者
へ
自
主
的
に
申
し
込
む
と
い
う
制
度
で
す
。

「出
荷
は
早
い
程
と
く
、
米
の
予
約
数
量
を
完
納
し
ま
し
ょ
う
」

売
り
渡
し
期
日
及
び
時
期
的
奨
励
金
格
差
が、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で、
刈
取
り
の
適
期
と
作
業
を
十
分
考
慮
さ
れ、
収
入
の
増
加
を
図
る
よ
う

努
め
ま
し
ょ
う
。

九
月
三
十
日
ま
で
に
売
渡
し
た
も
の

十
月
十
日

十
月
二
十
一
日

十
月
三
十
一
日

十
一
月
一
日
以
降

多
喜
川
米
の
声
価

い
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
空
知
か
ら
立
派
な
成
績
を
あ
げ
て
立
証
し
た
た
め
に、

今
度
は
逆
に
「空
知
は
米
作
り
の
適
地
で
あ
る
」
と
一
変
し
、
た
ち
ま
ち
造
田

熱
は
空
知
を
風
靡
し
た
。

大
正
五
年
水
源
を
石
狩
川
に
求
め、
滝
川
・
江
部
乙
・
音
江
を
含
む
空
知
土

功
組
合
の
設
立
と
な
り
、
大
正
十
年
そ
の
第
一
工
事
の
完
成
と
と
も
に
滝
川
は

一
躍
空
知
の
米
産
地と
変
わ
り、
余
す
と
こ
ろ
な
く
美
田
と
化
し
た
。

そ
の
間、
あ
ら
ゆ
る
水
稲
栽
培
の
研
究
に
没
頭
し
、
品
種
の
選
択
あ
る
い
は

土
地
改
良
に
心
魂
を
打
ち
込
ん
で、
比
類
な
き
良
質
の
滝
川
米
を
生
産
す
る
よ

う
に
な
っ
た。
農
林
省
は
産
地
銘
柄
米
と
し
て
認
め、
紫
タ
の
証
印
を
押
し
市

場
に
出
し
た
と
こ
ろ、

一躍
市
場
並
び
に
消
費
者
か
ら
品
質
・
食
味
と
も
に
良

い
「多
喜
川
米」
と
し
て
声
価
を
あ
げ
る
に
至
っ
た
。

戦
後
更
に
産
米
の
改
善
に
努
力
を
重
ね、
ま
す
ま
す
「多
喜
川
米
」
の
名
声

を
高
め
つ
つ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
昭
和三
十
五
年、
水
稲
耕
作
反
別
は
、

一、
七
八
〇
・
〇
町
と
な
っ
た
。

高
度
経
済
成
長
期
(昭
和三
十
八
年～
四
十
五
年)
|
水
田
農
業
近
代
化
-

北
海
道
と
し
て
は
第
二
期
総
合
開
発
計
画
時
代
で
、
農
林
水
産
業
の
近
代

化
、
鉱
工
業
の
積
極
的
開
発
振
興
、
総
合
的
交
通
通
信
体
系
の
確
立、
国
土
保

全
と
利
水
の
総
合
的
推
進、
社
会
生
活
環
境
施
設
等
の
整
備
拡
充、
産
業
技
術

22
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の
開
発、
技
術
教
育、
訓
練
の
強
化
並
び
に
労
働
力
移
動
の
円
滑
化、
拠
点
開

発
の
推
進
な
ど
を
主
要
施
策
と
し
て
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
た
。

稲
作
と
機
械

昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら、
農
業
の
近
代
化
が
叫
ば
れ、

北
海
道
で
は
初
め
て
の
大
型
水
田
が、
江
部
乙
町
西
一
七
丁
目
地
区
に、
道
営

ほ
場
整
備
事
業
と
し
て
始
ま
り、
当
時
一
〇
ア
ー
ル
四
～
五
枚
の
小
型
水
田
か

ら三
〇
～
五
〇
ア
ー
ル
と
大
型
化し
、
ホ
イ
ル
型
ト
ラ
ク
タ
ー
が
構
造
改
善
事

業
の
導
入
に
よ
っ
て
本
格
化
し、
も
は
や
耕
起、
代
か
き
は
す
べ
て
大
型
トラ

ク
タ
ー
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た、
収
穫
の
機
械
化
も
構
造
改
善
事
業
に
よ
り、
大
型
コ
ンバ
イ
ン
の
導

入が
な
さ
れ
た
が、
運
転
技
術
の
未
熟
と
馴
れ
な
い
た
め、
一般
大
衆
化
に
は

大
部
時
間
が
か
か
った
。

そ
の
後、
国
産
の
自
脱
型
コン
バ
イ
ン
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
な
って
開
発

さ
れ、
急
速
に
そ
の
普
及
が
促
進
さ
れ
た。

し
か
し、

コン
バ
イン
の
前
にバ
イ
ン
ダ
ー
が
導
入
さ
れ
た
が、
コン
バ
イ

ン
の
出
現
に
よ
っ
て
数
年
に
し
て
激
減
し
て
い
った
。

次
に
残
さ
れ
た
問
題
と
し
て
田
植
え
が
あ
っ
た
が、
昭
和
四
十
二
年
ご
ろ
か

ら
試
作
販
売
機
が
出
現
し、
農
民
に
大
き
な
期
待
を
か
け
ら
れ
た
が、
こ
れ
だ

け
は
残
念
な
が
ら
北
海
道
の
気
候
風
土
と
合
わ
ず、
特
に
育
苗
様
式
に大
き
な

問
題
点
が
残
り
、
昭
和
四
十
四
年
五
月
下
旬
の
異
常
低
温
に
よ
っ
て、
機
械
に

合
わ
せ
た
育
苗
技
術
の
弱
さ
が
暴
露
さ
れ、
農
民
の
警
戒
心
を
深
め
た
。

し
かし
、
そ
の
後
エ
ン
ジ
ニ
アと
農
業
技
術
者
の
熱
心
な
研
究
に
よ
っ
て、

昭
和
四
十
六
年
ご
ろ
から
実
用
化
さ
れ、
若
干
の
問
題
を
残
し
つ
つも
急
速
に

普
及
さ
れ
て
き
た
。

業

恐
ら
く、
昭
和
五
十
年
代
は、
大
方
の
水
田
が
機
械
化
さ
れ、
特
に
紙
筒
苗

利
用
に
よ
る
苗
ま
き
方
式
が
、
近
い
将
来
に
そ
の
主
力
を
な
す
も
の
と
考
え
ら

れ、
こ
れ
に
よ
っ
て
稲
作
農
業
の
機
械
に
よ
る
一
貫
体
系
が
完
成、
現
在
一〇

ア
ー
ル
当
た
り
管
理
労
働
八
十
時
間
弱
の
も
の
が
、
約
三
十
時
間
に
処
理
さ
れ

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

(<
農
業
改
善二
十
五
年
史>
よ
り
)

低
温
・
冷
害

昭
和三
十
九
年
五、
六
月
は、
比
較
的
好
天
候
に
恵
ま
れ

た
が
、
七
月
上
旬
以
降
の
悪
天
候、
低
温
に
よ
り
著
し
い
影
響
を
受
け
た
。

七、
八
月
の
気
温
及
び
日
照
の
状
況
を
み
る
と、
気
温
は
平
均
し
て
昨
年
よ

り二
～
三
度
低
い
程
度
で
あ
った
が、
高
温
の
日
が
極
めて
少
な
く、
ま
た
一

五
度
以
下
の
日
が
七
月
で
十
九
日、
八
月
で
六
日
と
な
っ
て
お
り、
特
に
七
月

上
旬
から
下
旬
に
か
け
て
連
続
的
に
現
わ
れ
た。

日
照
は、
七
月
に
お
い
て
過
去
一〇
ヵ
年
の
平
均
日
照
時
間
よ
り
約
二
十

時
間、
昨
年
よ
り
約
一
五
時
間、
八
月
に
お
い
て
は
一〇
ヵ
年
平
均
よ
り
六
二

時
間
で、
昨
年
よ
り
五
五
時
間
少
な
い
と
い
った
状
態
で、
成育
は
極
めて
悪

く、
十
五
日
遅
れ
を
示
し、
九
月
中
旬
以
降
の
天
候
回
復
に
望
み
を
か
け
た

が、
九
月二
十
七
日
晩
から二

十
八
日
朝
に
か
け
て、
強
度
の
降
霜
が
あ
り、

こ
れ
に
よ
っ
てそ
の
望
み
を
断
た
れ、
平
均
五
七
・
九
パ
ー
セン
ト
に
終
わ
っ

た
。昭
和
四
十
四
年
は、
積
雪
が
多
く
、
加
え
て
三
月
低
温
に
て
融
雪
遅
れ、
移

植
も
平
年
よ
り
遅
れ
て
開
始
さ
れ
た
が、
五
月
下
旬
か
ら
異
常
低
温
に
よ
っ
て

苗
の
活
着
が
悪
く、
枯
死
す
る
も
のが
多
く、
補
植
及
び
二
回
植
え
など
が
六

月
下
旬
ま
で
行
わ
れ、
残
り
苗
の
管
理、
不
足
分
の
早
期
育
苗
並び
に
本
田
の

第
一
章
農
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第
八
編
産
業
・
経
済

水
管
理
な
ど
に
つ
い
て
指
導
が
行
わ
れ、
農
作
物
の
霜
害
防
止
に、
く
ん
煙
に

よ
る
防
除
を
行
う
こ
と
と
し
、
霜
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、
そ
の
対
策
を
講
じ

た
。経
済
衰
退
期

昭
和
四
十
六
年
から
五
十
五
年
は、
北
海
道
で
は
第三
期
総
合
開
発
計
画
に

も
と
づ
き、
開
発
の
特
色
を
畜
生
産、
高
福
祉
社
会
の
建
設
に
置
き
、
そ
の
計

画
及
び
主
要
施
策
を、
近
代
的
産
業
の
開
発
振
興、
社
会
生
活
基
盤
の
強
化、

新
交
通、
通
信、

エ
ネ
ル
ギ
ー
輸
送
体
系
の
確
立、
国
土
保
全
と
水
資
源
の
開

発
、
自
然
の
保
護
保
存
と
観
光
開
発
の
推
進、
中
核
都
市
圏
の
整
備
と
広
域
生

活
圏
の
形
成
な
ど
を
目
指
し
て
進
め
た
。

史
上
第
一
位
の
作
況

昭
和
四
十
九
年
夏
季
の
気
象
経
過
は、
六
月
上
旬
と

七
月
に
一
時
低
温
が
あ
ら
わ
れ
た
が、
そ
の
後
は
順
調
な
気
象
条
件
に
恵
ま
れ

た
。
登
熟
期
に
入
り
日
照
不
足
が
あ
り
、
九
月
下
旬
から
十
月
に
入
っ
て
収
穫

時
期
に
連
続
的
降
雨
な
ど
、
変
動
の
大
き
い
天
候
に
推
移
し
た
が、
稲
作
に
と

っ
て
は
恵
ま
れ
た
天
候
で
あ
っ
た
た
め
に、
作
況
は
史
上
第
一
位
を
示
し
た
。

し
か
し
、
産
米
の
品
質
は
一
般
に
劣
り
、
上
位
等
級
米
の
出
荷
率
は二
五
・

四
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
産
米
改
良
運
動
を
進
め
て
い
る
中
で
、
極
め
て
低
調
で
あ

っ
た
。
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作付面積及び生産量など 等級別出荷数量

年
度
昭 等級別 うるち米もち米 計

3 等等 10,193俵 俵 10,193俵
4 等 83,919 1,164 85,08346 5 等 60,715 1,311 62,02646 も ち 米

計 3,248 186,770 2,166 18,330 20,497 231,792 231,816 計 161,220 2,475 163,695
3 等

18,155 0 18,155
4 等 170,125 1,364 171,48947
5 等
計 247,901 2,677 250,578

政府売渡等

種籾出荷
計

2,683.0 218,625 11,244 2,246 13,490 205,135 230,00048

92.0 8,176

226,801 11,244 2,246 13,490 205,135 230,000

政府売渡等 3,037 273,152 2,616 11,233 13,849 227,784 2 等 280 280
3 等 65,305 230 65,535
4 等 162,633 5,690 168,32349 5 等 等

24,631 407 25,038
規格外 127 127
計 252,849 6,454 259,303

2 等

108 108

3 等

75,786 223 76,009
4 等 137,511 3,028 140,539
5 等 14,865 314 15,179
規格外

46 46

計

228,270 3,611 231,881

2 等 0 0 0

3

等 720 0 720
4 等 27,866 445 28,31151

5 等 137,637 931 138,568
規格外 38,966 204 39,170
計 205,189 1,580 206,769

2 等

5,820 5,820
3 等等 119,728 134 119,86252 4 等 121,887 2,027 123,9145 等

6,682

76 6,758

井
三

計 254,117 2,237 256,354

1 等 31,018 7 31,025
2 等 163,672 1,929 165,60153 等

38,406 265 38,671
計 233,096 2,201 235,297

47

政府売渡等

種籾出荷
計

2,971.9 265,046 2,476 11,992 14,468 250,578 259,550

75.3 5,089

270,135 2,476 11,992 14,468 250,578 259,550

2
3
4

等
等

47,345 339 47,68448 等

132,278 2,018 134,296
5 等等
計 202,429 2,706 205,135

49 種籾 出荷
計 3,139 279,912 2,616 11,233 13,849

(266,063)
259,303 227,784

政府売渡等

種 籾 出荷

計

3,337 245,885 2,906 11,098 14,004 231,881 277,616

50 128 10,565

円256,450 2,906 11,098 14,004 242,446 277,616

政府売渡等 3,461 220,562 3,006 10,787 13,793 206,769 266,617

51種 籾 出荷

計

172 13,016

0 0 0

13,016

0

52 政府売渡米 3,461 円285,338 2,880 10,112 12,992 256,354 256,817
53 政府売渡米 3,081 261,289 2,558 10,045 12,603 235,297 235,297

第
一
章
農

年年
度
昭

46

度
区 分 作付面積総生産量 予約数量

種子 食用 計

売渡申込

限度数量

う る ち米 3,148ha 181,090俵

5,680

66 560 627
規格外 6,393 6,393

業

2,100俵17,770俵19,870俵

俵 俵

25

102 6,760

233,578 3,006 10,787 13,793 219,785 266,617

50

20,135 349 20,4842,775.0

59,621 1,313 60,934
3,047.2

2,671 2,671

259,303
(6,760)

10,565

3,465

3,633

100

保 有 米

3



基
肥

箕 ポリ製肥料箱

3

第
八
編
産
業
・
経
済

押

切

手廻撒粒機

耕

起

畜力用プラウ

撒

布

ブロードキャスター

水
稲
栽
培
と
農
機
具
の
変
遷

三ツ鍬、窓鍬、島田鍬、唐鍬

26
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業

トラクター

エ

カ オ H イ
刃
車
型
(切
り
わ
り
)

ア

100オ

イ
ウ カ

各種ハロー

おにハロー

(し
ろ
か
き
)

大型トラクターしろかき
(耕耘機によるしろかきも行われた)

耕

起

動力耕耘機

カ
ル
チ
パ
ッ
カ
(お
し
つ
ぶ
し
)

板
ハ
ロー

(お
し
つ
ぶ
し
)

方
形
ハ
ロー

(お
し
く
だ
き
)

アウ
お
に
ハ
ロ
ー
(切
り
わ
り
、
さ
し
わ
り
)

デ
ス
ク
ハ
ロー

(切
り
わ
り
)

工

砕

土

馬 鍬

27



第
八
編
産
業
・
経
済

仕上げ板 (丸太も用いた) 均

人力エブリ平
(
仕
上
げ)

畜力整調機 (稲株わらの鎮圧)

トラクター仕上げ

油障子温床
(昭和10年ごろ冷床,水苗もあった)

播
種
苗
床

タコ脚直播機
(もっと古い型式のものあり)

28
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業

ビニールハウス温床

マット式播種機

マッ ト式の早苗箱

温
床
と
播
種

竹ヒゴビニール温床

ビニール温床の条播

マット式発芽室

29



第
八
編
産
業
・
経
済

移

植

浅植え(黒い箇所に苗を植える) 浅植え式型付コロ(この前に木製コロがあった)

八反ずりから一条、二条となった人力除草機 除

田植機 (マッ ト苗4条植え)
草

除草兼培土機 昭和20年以降の除草機

30
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業

手廻撒粒機による除草剤撒布(液剤用もあった)

除

草

動力除草機

草

刈

草刈鎌各種

動力草刈機

病
虫
害
防
除

舟型網による泥負虫駆除

背負型噴霧機と背負型動力撒粉機

31



第
八
編
産
業
・
経
済

トラクターによる共同防除

稲
の
乾
燥

はさ木とはさかけ はさ穴掘用機、動力、人力ボート

稲
刈

1

稲刈鎌、鋸鎌、刃鎌

稲刈機(手引)昭和5年ごろ

病
虫
害
共
同
防
除

人力噴霧機による共同防除

32
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業

刈束式稲刈機 (バインダー)

稲

稲刈機(押型)昭和20年以降

脱

千 歯

穀
足ふみ脱穀機

二条刈り稲刈脱穀機 (コンバイン)

動力用チェン送脱穀機
(これまでに手廻,動力用手まわし等各種あり)

33



第
八
編
産
業
・
経済

乗用全自動式コンバイン
全自動式乾燥機

唐 箕

調

整

大篩 (ふるい)

籾

摺

ゴムローラー式動力 摺機
(土臼,岩田式,などを経ている)

脱穀
乾
燥

千 (万)石 篩

34



籾
摺、
調
整、
袋
詰
機

全自動式 摺、調整、袋詰機
(万石が流下式)

八
〇
年
型
最
新
式
全
自
動
機

(万
石
が
振
動
式
に
な
って
いる
)

•

・
各
種
試
験
圃
の
設
置
一覧
(水
稲
)

土
壌
の
改
良

試
験
圃
名

48/151/236/342/4
49/3 37/243/4
50/2 44/3

45/1
46/1

年
度
毎
設
置
数
年
度
/
数

耕
耘
機
に
よ
る
深
耕
比
較
試
験
圃

水
田
心
土
耕
効
果
確
認
圃

代
搔
試
験
圃

ト
ラ
ク
タ
ー
耕
耘
機
に
よ
る
砕
土

及
び
植
生
試
験
試
圃

耕
地
整
備
後
に
お
け
る
土
壌
化
学

確
立
試
圃

耕
地
整
理
後
に
お
け
る
営
農
基
盤

試
験
圃
名

耘

34/232/141/241/240/3
35/133/1

37/1
38/1

年

年
度 度

毎
設

置
数
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転
作
還
元
田
試
験
試
圃

水
田
土
壌
還
元
対
策
試
圃

老
朽
水
田
の
技
術
改
善
圃

土
壌
肥
料
関
係
試
験
圃

耕
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江
部
乙 37/448/1 48/229/1 49/237/142/6 29/5

27

38/3 49/1 30/1 43/330/5
30/1039/2 50/131/1 江 31/4
40/14 51/1 部 32/5
42/15

7.

33/7
39/5 34/7
40/335/直1
42/4

36/直143/2 移 4
44/637/移4

38/移3
39/直1
40/3

冷
床
条
播
栽
培
実
験
圃

直
播
品
種
試
験
圃

水
稲
直
播
栽
培
体
系
試
験
圃

播

移
植
法
に
関
す
る
試
験
圃

水
稲
疎
植
試
験
圃

機
械
移
植
試
験
圃

植

温
床
資
材
比
較
試
験
圃

育
苗
技
術
試
験
圃

育
苗
比
較
試
験
圃

育
苗

42/139/143/1 31/143/341/3
32/139/138/1 40/1 44/2 44/1

41/145/1 45/1

1

江
部
乙

46/1 46/1
47/4 42/10
48/3
49/3
50/1 42/1
51/2

江
部
乙

43/1

適
地
適品
種
展示
圃

品
種
の
改
良

水
稲
品
種
と
施
肥
量
と
の
関
係
試

験
圃

良
質
米
生
産
展
示
圃

産
米
改
良
展示
圃

生
育
相
調
査
圃

耕
種
改
善
試
圃

さ
ち
ほ
の
安
定
生
産
試
圃

ュー
カ
ラ
安
定
生
産
試
圃

準
原
種
決
定
試
験
圃

水
稲
品
種
比
較
試
験
圃

採
種
圃

36/147/344/147/228/149/348/534/141/2 28/5

26
36

江
部
乙

直 移
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施
施
肥
改
善
試
験
圃

肥

32/231/334/134/138/140/133/130/228/232/233/141/2
35/1 35/1 34/1 29/2 33/1 34/5

35/436/1 36/1
37/1 37/1

39/438/1
40/1

中
耕
除
草

水
稲
除
草
剤
効
果
比
較
試
験
圃

除
草
剤
体
系
確
立
試
験
圃

病
虫
害
防
除

水
稲
病
虫
害
防
除
試
験
圃

農
薬
比
較
試
験
圃

水
田
畦
畔
改
良
確
認
圃

水
田
ブ
ロ
ッ
ク
畦
畔
圃

稲
熱
病
防
除
発
生
予
察
圃

二
化
メ
イ
虫
発
生
予
察
圃

33/133/136/133/131/140/2 34/2 30/4
34/1 34/1 32/1 42/2 35/2 36/1
36/1 36/1 39/143/1 38/1 37/1
37/137/1 50/2 39/1
38/138/1 51/3 41/1
39/139/1 43/1
40/140/1 44/2
41/341/2 45/2
42/3 42/2 46/2
43/243/2 48/8
44/2 44/2 49/4
45/2 45/2 50/6
46/446/4 51/5
47/447/4

十
五
日
(
始期)～

六
月
二
十
五
日
(終
期)、

北
見
郡
は
六
月
五
日
～
十
五
日
で

あ
り、
盛
期
は
六
月
上
～
中
旬
が
最
も
多
か
っ
た
。

田
植
え
方
法
は
型
付
法
七
四
パ
ー
セン
ト、

一坪
株
数
は
六〇
～
八
〇
株が

七
七
パ
ー
セン
ト
で
あ
る
。

第
一
章
農

業

水
田
三
要
素
効
果
確
認
圃

耕 水
稲
肥
料
比
較
圃

窒
素
分
施
圃

尿
素
塩
安
肥
効
圃

水
稲
に
対
す
る
農
薬
入
り
複
合
肥

料
肥
効
圃

水
稲
北
農
菌
肥
効
確
認
圃

尿
素
施
用
法
試
験
圃

肥
料
効
果
比
較
圃

化
学
肥
料
比
較
展
示
圃

水
稲
に
対
す
る
化
成
肥
料
肥
効
圃

水
稲
に
対
す
る
尿
素
施
用
法
圃

施
肥
比
較
試
験
圃

33/5江
部
乙 34/2

耘
昭
和
十
六
年
の
農
作
業
慣
行
調
査
に
よ
る
と
、
水
苗
代
栽

培
面
積
が
四
七
パ
ー
セン
ト
あ
り、
坪
当
た
り
播
種
量
は
四
～
五
合
で
五
四
パ

1
セ
ン
ト、
五
合
以
上
は
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

本
田
耕
耘
は
畜
力
が
九三
パ
ー
セ
ン
ト、
田
植
え
期
間
は
空
知
郡
で
五
月
二
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戦
後
昭
和二
十
六
年
～
四
十
年
の
一五
年
間
一〇
ア
ー
ル
当
た
り
平
均
収
量

と
そ
の
標
準
偏
差
に
よ
る
と
、
三〇
〇
キ
ロ
グラ
ムプ
ラ
ス
マイ
ナ
ス
三
〇
以

上
の
地
域
は
安
定
地
域
と
見
ら
れ
る
が
(全道

面積
の八
五・
七
パ
ー
セ
ント)

二一四

○
キ
ロ
グ
ラ
ムプ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス三
〇
以
下
で
は、
な
お
低
収
で
あ
り
不
安
定

地
域
と
さ
れ
る
。

総
じ
て
い
え
ば
安
定
地
域
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と、
道
平
均
で
現
在(四二、四三

年
)
四
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
水
準
に
達
し
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
技
術
的
基
礎
は、
改
良
品
種
の
普
及
、
多
肥
化
と
施
肥
法
そ
の
他
栽
培

の
改
善
、
土
地
改
良、
機
械
化
な
ど
の
総
合
成
果
と
い
え
る
。

品
種
改
良

戦
後、
富
国
次
い
で
農
林二
〇
号
時
代
が
続
き、
昭
和
三

十
年
前
後
に
栄
光、
豊
光
が
主
要
品
種
と
な
り、
続
い
て
新
雪、
ふ
く
ゆ
き、

ユー
カ
ラ
な
ど
四
十
二
年
で
は
全
面
積
の
一
六
・
七
パ
ー
セン
ト、
次
い
で
さ

さ
ほ
な
み
が
、
一〇
・
七
パ
ー
セ
ン
トを
占
め
る
に
至
っ
た
。

育 こ
の
よ
う
に
ご
く
最
近
で
は
耐
冷、
良
質、
多
収
の
し
お
か
り
が
伸
び、
耐

冷
性
の
強
い
中
生
品
種
の
品
種
構
成
と
な
り
一〇
ア
ー
ル
当
た
り
の
収
量
の
増

大
と
安
定
化
に
寄
与
し
て
い
る
。

苗

戦
後、
油
加
工
紙
の
大
量
製
造
に
よ
り、
紙
被
覆
陸
苗
代

が
普
及
し
た
。
さ
ら
に
昭
和
二
十
七
～
二
十
八
年
以
後
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
、
最
近

で
は
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
育
苗
が
普
及
し
、
こ
れ
ら
の
保
護
苗
栽
培
面
積
は、
四

十
二
年
に
お
い
て
移
植
栽
培
面
積
の
九
九
パ
ー
セン
ト
を
占
め
る
に
至
っ
た
。

こ
れ
は
保
護
苗
の
使
用
に
よ
り
一〇
ア
ー
ル
当
た
り
の
収
量
が
直
播
の
そ
れ

よ
り
も、
は
る
か
に
多
く
な
った
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
た
め
直
播
栽
培
は
上
川
北
部
あ
る
い
は
畑
作
地
帯
の
十
勝・
網
走
な
ど

の
健
苗
育
成
に
困
難
な
所
、
他
作
物
と
の
関
係
で
適
期
に
播
種、
田
植
え
の
困

難
な
地
方
に
残
っ
て
い
る
程
度
と
な
っ
た
。

移
植

ま
た、
保
護
苗
栽
培
法
が
健
苗
早
植
え
を
一
層
促
進
し
た
の
は、
四
十
二
年

の
播
種
期、田

植
え
期
が
三
十
年
に
比
べ
て
一
旬
早
ま
った
こ
と
で
も
わ
か
る
。

北
海
道
稲
作
法
は、
直
播
法、
普
通
苗
に
よ
る
栽
培
法
、

温
冷
床
苗
に
よ
る
三
種
で
あ
る
。
し
か
し
、
温
冷
床
苗
栽
培
法
と
前二
法
と
を

適
宜
組
み
合
わ
せ
る
こと
に
よ
り
、
冷
害
の
回
避
、
ま
た
労
働
力
の
調
整
が
可

能
で
あ
っ
た
の
で、
こ
の
方
法
が
重
視
さ
れ
た。

施
肥
と
総
合
防
除

坊
主
種
の
減
退
と
そ
れ
に
代
わ
る
改
良
品
種
富
国
の
激

増
、
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
化
成
肥
料
や
配
合
肥
料、
硫
安
な
ど
の
化
学
肥
料

が
販
売
さ
れ
て
施
肥
量
が
増
加、
そ
の
た
め
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
収
量
は二
五

○
キ
ロ
グ
ラ
ム
水
準
を
超
え
た
が、
こ
の
多
収
品
種
富
国
の
普
及
と
多
肥
栽
培

法
は、
昭
和
十
五
年
に
空
知
泥
炭
地
帯
を
中
心
と
し
た
、
い
も
ち
病
の
大
発
生

を
も
た
ら
し
た
。

こ
の
た
め、
い
も
ち
病
の
研
究
に
基
づ
く
総
合
防
除
法
(藁
処分、

種
籾
の
消

毒
、
ボ
ルド
ー
液
散
布、
土
地
改
良
及
び
栽
培
法の
改
善
な
ど)
が
案
出
さ
れ、
そ
の
徹
底

的
励
行
で
相
当
な
効
果
を
あ
げ、
そ
の
後
十
六
年
に
は
耐
病
性
品
種
石
狩
白
毛

の
育
成
と
普
及
に
よ
り、
泥
炭
地
に
お
け
る
こ
の
総
合
防
除
法
の
効
果
を
一層

高
め
る
こ
と
が
で
き
た。

堆
肥
場
の
設
置

滝
川
町
に
お
い
て
は、
昭
和
二
十
二
年
度
よ
り
堆
肥
場
設

置
奨
励
を
行
い、
各
戸
一
ヵ
所
設
置
を
促
進、
二
十
三
年
か
ら
未
設
置
農
家
の

設
置
奨
励
を
逐
年
行
い、
自
給
肥
料
の
増
産
に
よ
る
地
力
の
維
持
増
進
に
努
め

た
。
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昭
和二
十
五
年
ご
ろ
よ
り、
粘
土
叩
き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
堆
肥
場
の
設
置
を

奨
励
補
助
金
の
交
付
な
ど
に
よ
り、
二
十
六
年
に
は
設
置
基
数
四
〇
基、
坪
数

四
一
八
・
五
坪
を
設
置、そ

の
後、
二十
九
年
ご
ろ
ま
で
年
毎
に
設
置
さ
れ
た
。

堆
肥
の
増
産
及
び
共
励
会

昭
和二
十
二
年
よ
り
堆
肥
増
産
の
奨
励
を
な
し

翌
年
に
は
自
給
肥
料
の
増
産、
堆
肥
増
産
共
励
会
を
行
っ
た
。

そ
の
後、
共
励
会
開
催
が
引
続
き
毎
年
の
よ
う
に
行
わ
れ、
組
合、
個
人
へ

の
授
賞、
堆
肥
増
産
運
動
の
促
進
が
な
さ
れ
た
。

昭
和
四
十
三
年
に
は、
全
農
家
に
対
し
堆
肥
生
産
目
標
を
設
定、
計
画
生
産

励
行
指
導
と
共
励
会
が
開
か
れ、
空
知
の
共
励
会
で
は
東
七
丁
目
農
事
組
合
が

銀
賞
を
受
け
た
。

中
耕
・
除
草

中
耕
除
草
は
田
打
車
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
他
は
人
力
に
よ

る
が、
そ
の
回
数
は
三
回
が
六
二
パー
セン
ト
で
あ
る
。

刈
取
期
は
空
知
郡
九
月
二
十
日
(始期)

～
十
月三
十
日
(終期)、

北
見
郡
で

は
九
月二
十
日～
十
月
十
日、
乾
燥
方
法
は
稲
架
法
八
五
パ
ー
セン
ト、
屋
内

脱
穀
七
八
パ
ー
セ
ン
ト、
動
力
脱
穀
六
二
パ
ー
セ
ン
ト
(発
動
機
五三
パー
セン
ト
電

動
機
九
パー
セン
ト)
で
あ
る
。

こ
の
発
動
機
に
つい
て、
所
有
農
家
率
は
低
か
っ
た
が、
面
積
率
か
ら
見
る

と
、
こ
の
こ
ろ
の
脱
穀
調
製
過
程
の
機
械
化
が
急
進
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

さ
ら
に
一〇
ア
ー
ル
当
た
り
労
働
日
数
を
見
る
と
地
域
に
よ
っ
て
異
な
る

が、
上
川
郡
の
九
・
七
日
か
ら
日
高
郡
の
二
四
日
ま
で
あ
り、
全
道
平
均
で

は、
一五
・
一日
であ
る。
畜
力
使
用
日
数
は
一・
四
日
で、
動
力
使
用
日
数

は
稲
扱
い
と
調
製
(籾
摺り)

作
業
で
〇
・
四
日
で
あ
る
。

こ
の
一〇
ア
ー
ル
当
た
り
労
働
日
数
は、
直
播
法
が
か
な
り
多
く
の
面
積
を

占
め
て
い
た
の
で
内
地
府
県
よ
り
著
し
く
少
な
か
っ
た
が、
昭
和
十
八
年
ご
ろ

か
ら
の
移
植
栽
培
の
増
加
に
伴
い、し

だ
い
に労
働
日
数
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

除
草
剤
が
普
及
さ
れ
る
ま
で
は、
手
取
り、
機
械
除
草
と
も
二
回
ず
つ
行
な

っ
て
お
り、
昭
和三
十
年
前
後
に
は、
株
間
除
草
機、
培
土
機
を
使
用
し
た
こ

と
も
あ
る
が
現
在
は
ほと
ん
ど
使
わ
れ
て
い
な
い
。
三
十二
年
よ
り
M
C
P
を

初
め
数
種
の
除
草
剤
が
普
及
さ
れ、
使
用
率
が
高
く、
除
草
の
省
力
化
に
努
め

て
い
る
。

病
虫
害
防
除

こ
のこ
と
に
つ
い
て
は、
農
薬
は
液
剤
か
ら
粉
剤、
噴
霧

機
は
散
粉
機
に、
次
い
で
ミ
ス
ト
機
が
普
及
し
た
。

こ
の
地
域
の
主
要
病
虫
害
は
、
いも
ち
病
、
ド
ロ
オ
イ
ム
シ、

メ
イ
チ
ュ

ウ
、
ハ
モ
グ
リ
バ
エで、

戦
時
中
は
い
も
ち
病
の
防
除
法
が
な
く、
ま
た
ド
ロ

オ
イ
ム
シ
に
は
舟
型
網
を
用
い、
三
回
程
度
防
除
を
行
な
って
い
た
が、
三
十

年
ご
ろ
から
は、
い
も
ち
病
に
対
し二
～
三
回
、
害
虫
に
対
し
て
も
二
～
三
回

薬
剤
散
布
に
よ
る
防
除
を
実
施、
水
管
理
は
一
般
に
掛
流
し
が
多
く、

七
月

中、
下
旬
に
低
温
情
報
が
出
た
時
に
は、
で
き
る
だ
け
深
水
に
し
て
幼
穂
を
保

護
す
る
。
落
水
期
は
八
月
下
旬
の
穂
か
が
み
期
で
あ
る
。
<
戦後
農
業
技
術
史>

滝
川
に
お
け
る
病
虫
害
防
除
に
つ
い
て、
昭
和二
十
七
年
の
記
録
で
は、
そ

の
推
進
本
部
を
役
場
内
に
設
け、
関
係
機
関
一
体
と
な
っ
て
防
除
の
万
全
を
期

し
、
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め、
平
常
発
生
す
る
危
険
地
帯
を

定
めて
、
地
区
重
点
に
動
力
散
粉
機
に
よ
る
機
動
班
を
出
動
し
て、
稲
象
鼻

虫、
泥
負
虫、
稲
熱
病、
胡
麻
葉
枯
病、
六二
星
テン
ト
ウ
ム
シ、
馬
鈴
薯
疫

病
、
酣
菜
ョ
ト
ゥ
虫
、二
化
螟
虫
な
ど
の
共
同
防
除
に
効
を
あ
げ
て
お
り、
昭
和

四
十
三
年
に
は、
防
除
推
進
本
部
を
設
置
し、
防
除
推
進
月
間
を
設
け、
銅
粉

第
一
章

農
業

39



第
八
編
産
業・
経
済

剤、
ジ
ウブ
粉
剤、
E
P
N
粉
剤、

マ
ラ
ソ
ン
粉
剤、
B
H
C
粉
剤、
D
D
T

粉
剤、
ア
ル
ド
リン
粉
剤、
ヘプ
タ
クー
ル
粉
剤、
砒
酸
鉛
を
用
い
防
除
の
徹

底
を
期
し
て
い
る
。

脱
穀
調
製

収
穫
用
具

明
治
・
大
正
初
期
は、
古
く
か
ら
伝
わ
った
千
歯
で
脱
粒

し
、
土
日
で
脱
孚
し
て
い
た
。
大
正
十
二
、
三年
ご
ろ
に
回
転
式
の
脱
穀
機
及

び
ゴ
ム
臼
と
称
す
る
籾
摺
機
が
発
明
さ
れ、
旧
来
の
作
業
機
と
比
較
し
て
急
速

な
進
歩
を
と
げ
、
し
か
も
こ
れ
ら
は
動
力
を
以
て
作
業
す
る
よ
う
に
な
り、
機

械
を
所
有
し
て
い
る
農
家
は
自
家
作
業
の
ほ
か、
近
隣
又
は
親
戚
の
も
の
も
行

い、
次
第
に
機
械
を
通
じ
て
の
共
同
作
業
的
活
動
が
始
め
ら
れ
て
き
た。

昭
和
四
年
ご
ろ
に
は
石
油
発
動
機
が
普
及、
昭
和
二
十
年
に
は
電
動
機
も
加

わ
り
、
戦
後
食
糧
増
産
施
策
と
農
村
電
化
に
よ
り、
電
動
機
が
増
加、
脱
穀
籾

摺
機
も
改
良
進
歩、
優
秀
な
も
の
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
った
の
で
あ
る
。

収
穫
以
外
の
作
業、
刈
取
期
は
戦
前、
戦
後
と
も
九
月
下
旬
～
十
月
上
旬
に

主
に
手
刈
り、

一部
刈
取
機
を
使
用
し
て
い
た。
一束
の
株
数
は
収
量
の
低
い

と
こ
ろ
は
八
～
九
株
程
度
で
あ
った
が、
昭
和三
十
年
ご
ろ
よ
り
七
株
く
ら
い

と
な
っ
た
。

刈
取
後
は
結
束
し、
二
日
間
地
干
し
を
し
た
後、
架
掛
け
し
そ
の
後
脱
穀、

籾
り
、
調
製、
包
装
を
行
い
出
荷
す
る
。
包
装
は
戦
時
中
に
自
家
製
の
俵
を

用
い
て
い
た
が、
三
十
年
ご
ろ
よ
り
叭
と
な
り、
産
米
改
良
が
強
調
さ
れ
て
以

来
麻
袋
に
か
わ
っ
た
。

機
械
化
と
作
業
能
率
の
向
上
道
央
稲
作
中
心
地
帯
の
農
機
具
普
及
台
数
か

ら
見
る
と
、
昭
和
三
十
年
か
ら三
十
三
年
ま
で
は
戦
前
の
延
長
と
も
い
え
る
。

脱
穀
調
製
過
程
の
機
械
化
が
進
ん
だ
三
十
年
特
に三
十
五
年
ご
ろ
か
ら
は、

耕
耘
整
地
過
程
の
機
械
化
が
進
み、
駆
動
型
耕
耘
専
用
機
か
ら
代
掻
き、
整
地

作
業
の
汎
用
化、
続
い
て
中、
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
化
が
進
展
し
た
。

ま
た、
三
十
七、
八
年
ご
ろ
から
は、
管
理
防
除
過
程
や
各
種
運
搬
作
業
の

機
械
化、
特
に
動
力
散
粉
機
が
普
及
し
た
と
い
う
三
つ
の
流
れ
が
あ
る
。

ま
た
、
最
近
に
な
っ
て
か
ら
は
乗
用
ト
ラ
ク
タ
ー、
高
性
能
防
除
機、
動
力

刈
取
機、
自
動
脱
穀
機、
小
型
乾
燥
機
な
ど
が
普
及
し
、
稲
作
の
全
作
業
工
程

に
関
連
す
る
包
括
的
な
機
械
化
が
進
展
し
て
い
る
。

そ
の
他

基 畦
直し

こ
の
地
域
で
は
従
来
よ
り
畦
塗
り
を
行
う
例
が
ほ
と
ん
ど

な
く
く
ず
れ
た
部
分
を
補
修
す
る
程
度
で、
通
常
四
月
中
旬
ご
ろ
融
雪
直
後

に、
水
田
土
壌
が
か
わ
か
な
い
中
に
補
修
作
業
を
行
う
。

肥
堆
肥
の
反
当
たり
施
用
量
は
一〇
〇
～
二
〇
〇
貫
で、
三

月
下
旬
～
四
月
上
旬
に
雪
上
運
搬
を
し
て
お
き
耕
起
前
に
散
布
す
る
。

基
肥
は、
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
か
ら
化
学
肥
料
を
施
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た

が
そ
れ
以
前
は、
硫
安、
魚
粕、
過
石、
塩
加
な
ど
の
単
肥
配
合
で、
四
十
年

に
は
大
部
分
が
化
成
肥
料
に
な
っ
て
いる
。

ま
た、
初
期
生
育
促
進
の
施
肥
法
と
し
て、
施
肥
総
量
の
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト

を
全
層
肥
料
と
し
て
灌
水
前
に、
残
り
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
植
代
前
に
散
布
す

る
。
こ
の
表
層
施
肥
法
を
取
り
入
れ
た
の
は二
十
五
年
以
来
で、
四
十
三
年
に

は
全
農
家
が
採
用
し
て
い
る
。

代
掻

き
耕
耘、
灌
水
後
引
続
き
代
搔
作
業
に
か
か
る
が
、
荒
代
と

植
代
に
分
け
て
行
っ
て
い
る
。
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荒
代
は
主
と
し
て
回
転
ハ
ロー
を
用
い、
縦、
横
二
回
ず
つ
行
い、
そ
の

後
、
馬
鍬
で
植
代
作
業
に
か
か
っ
て
い
た、
植
代
は
縦
に二
回
行
い、
次
に
株

圧
機
で
残
株
や
浮
遊
物
を
土
中
に
沈
め、
な
ら
し
板
で
田
面
を
平
均
に
す
る
。

耕
耘
機
に
よ
る
場
合
に
は
鉄
車
輪
付
き
で
代
掻
き
を
す
る
が、
植
代
の
時
に

は、
後
部
に
株
圧
機
と
均
平
板
を
取
り
付
け、
耕
耘
機
を
用
い
た
場
合
は
代
搔

き
の
回
数
が
一回
程
度
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

追
肥

従
来
は六
月
末
ま
で
に
反
当
た
り
硫
安
一～
二
貫
を、
む

ら
直
し
の
た
め
追
肥
と
し
て
い
た
が、
昭
和
三
十
五
年
ご
ろ
よ
り
、
低
温
年
を

除
き
七
月
中
～
下
旬
に
硫
安
を
反
当
た
り
二
～
三
貫
施
用
し
た
。

総
合
技
術
改
善
圃

水
稲
生
産
力
の
一
段
の
強
化
を
図
る
た
め、
各
種
技
術
を
総
合
的
に
改
善
し

生
産
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
用
排
水
に
関
す
る
こ
と
、
栽
培

管
理
・
土
壌
条
件
に
関
す
る
こ
と
等、
改
善
計
画
の
樹
立
必
要
事
項
に
つ
き
調

査
を
行
う
た
め、
道
が
地
元
機
関
の
協
力
を
得
て、
昭
和
四
十
一
年
度
から
こ

の
事
業
を
実
施、
四
十二
年
度
は
滝
川
市
が
指
定
さ
れ、
南
滝
川
地
区
(東三

丁
目)
で
調
査
が
行
な
わ
れ、
市
も
こ
れ
に
協
力
し
た
。

昭
和
四
十
五
年
度、
農
業
生
産
性
向
上
の
た
め、
技
術
研
究
と
水
稲
技
術
普

及
に
資
す
る
た
め
に、
総
合
技
術
改
善
圃二
カ
所、
土
壌
悪
変
改
良二
カ
所
を

設
け、
心
土
破
砕、
微
量
要
素
の
施
用、
施
肥
法
の
改
善、
作
業
体
系
の
省
略

化
(除
草
剤の
施
用)、
改
良
区
及
び
標
準
区
と
の
対
比
調
査
な
ど
を
行
っ
た。

こ
の
本
調
査
は、
洪
積
層
に
お
い
て
実
施
し、
トラ
ク
タ
ー
作
業
に
よ
っ
た

が、
育
成
及
び
改
良
は
良
好
で
あ
り、
改
善
に
つ
い
て
一
ヵ
所
は
道
営
圃
場
整

備
実
施、
二
年
目
の
圃
場
に
対
す
る
効
果
確
認
を
目
的
と
し
、
一
カ
所
は
旧
水

業

田
排
水
不
良
田
に
つ
き
土
壌
物
理
性
の
改
善
の
た
め
実
施、
昭
和
四
十
六
年
度

に三
ヵ
所、
翌
四
十
七
年
度
に
一
カ
所、
総
合
的
技
術
改
善
圃
を
設
置
し
た
。

技
術
指
導
農
場

昭
和
二
十
二
年
度、
農
業
技
術
の
浸
透
施
設
と
し
て、
滝
川
町
技
術
指
導
農

場
を
設
置、
用
地
一
八
町
歩、
住
宅
二
棟、
畜
舎
堆
肥
場
一
棟、
事
務
室
兼
講

堂
一
棟、
共
同
農
産
加
工
場
を
建
築、
予
算
額
は
一
三
八
万
円
で
あ
っ
た。

稲
作
改
善
対
策
特
別
事
業

昭
和
四
十
一
年
度
に
稲
作
改
善
対
策
事
業
補
助
金
と
し
四、
六
七
六、
一九

八
円
の
交
付
を
受
け、
滝
川
市
農
業
協
同
組
合
が
事
業
主
体と
な
り、
昭
和
四

十
二
年
度
に
実
施
す
る
稲
作
改
善
事
業
に
必
要
な
資
金
造
成
を
行
い、
翌
四
十

三
年
度
稲
作
総
合
技
術
改
善
調
査
事
業
と
し
、
昨
年
に
引
続
き
南
滝
川
三
丁
目

地
区
で、
先
年
の
実
績
に
基
づ
き
指
導
機
関
の
指
導
を
受
け
て
実
施、
そ
の
対

象
面
積
は
五
〇
ヘ
ク
ター
ル、
戸
数
一七
戸
で
あ
っ
た
。

水
稲
試
験
地

江
部
乙
町
立
水
稲
試
験
地
水
稲
栽
培
の
今
後
に
対
処
す
る
た
め、
昭
和
三

十
四
年
十
月
生
産
者
を
一丸
と
す
る、
江
部
乙
町
立
水
稲
試
験
地
設
置
期
成
会

の
結
成
を
み、
各
生
産
者
の
貴
重
な
拠
出
金
に
町
並
び
に
農
業
協
同
組
合
の
負

担
金
を
加
え、
江
部
乙
町
通
り
十
一
丁
目
に、
面
積
一
町
六
反
六
畝
(内
栽
培
面

積
一
町
四
畝)、
事
務
所
及
び
住
宅
三
一
・七
五
坪
の
施
設
を
確
保
し、
昭
和
三

十
五
年
度
よ
り
町
費
を
以
て
運
営
発
足
す
る
に
至
っ
た
。

当
試
験
地
は
町
内
生
産
者
の
経
営
上
ま
た
栽
培
技
術
の
よ
り
所
と
し
て
身
近

な
も
の
を
重
点
に
試
験
し、
そ
の
効
果
を
目
で
見
て
直
ち
に
生
産
者
が
取
り
入

れ
て
い
け
る
こと
を
ね
ら
い
と
し、
農
業
試
験
場
そ
の
他
関
係
機
関
の
指
導

第
一
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助
言
を
得、
地
区
改
良
普
及
所
の
援
助
に
よ
り、
次
の
よ
う
な
試
験
内
容
を
も

っ
て
実
施
し
た
。

昭
和三
十
七
年
度
試
験
並
び
に
調
査
項
目

品
種
(生
産力
検定
・
品
種
比
較)。

施
肥
技
術
(水
稲
に
対
す
る
窒
素
分
追
肥の
効
果
・
自

直
播
(直
播の
栽
培
様
式と
灌
漑
水と
の
調
査
・
直
播
田
に
対
す
る

動
耕
耘
機と
施
肥
方
法)。

除
草
剤
の
使
用
確
認
圃)。

除
草
剤
(移
植
田
に
対
す
る
除
草
剤
の
使
用
確
認
圃、
P
C
P
尿
素

の
使用
方
法)。

育
苗
(電
健
育
苗
器
に
よ
る
育
苗
方
法
及
び
熱
田
・
温
冷
床
の
播
種
様
式
・
畑

苗
代
に
対
す
る
除
草
剤
の
効
果
確
認
)。
病
虫
害
(ガ
ン
マー
ド
ル・
稲
紋
枯・
小
粒
褐
色
菌
核

病
・
イ
ネ
ハ
モ
グリ
バ
エ)。

そ
の
他
畑
作
展
示
圃
、
萎
縮
防
止、
苗
床
土
壌
改
良

剤
に
関
す
る
試
験
。

そ
の
後
実
施
し
た
主
な
試
験
調
査
内
容
と
し
て
は
、

昭
和
四
十
五
年
度
機
械
移
植
・
生
産
力
検
定
・
品
種
比
較
・
施
肥
改
善
・
総

合
技
術
改
善
・
除
草
剤
比
較
の
各
試
験
。

昭
和
四
十
六
年
度
豊
凶
考
照
田
・
水
稲
品
種
比
較
・
水
稲
機
械
移
植
・
N
質

肥
料
の
分
施
と
米
質
関
係
・
良
質
米
生
産
総
合
改
善
展
示
・
珪
カ
ル
施
用
・
各

種
化
成
肥
料
比
較
展
示
。
生
わ
ら
施
用
・
土
壌
改
良
剤
テ
ン
ポ
ロ
較
用
試
験
。

昭
和
四
十
七
年
度
品
種
別
生
育
ス
テ
ー
ジ
調
査
・
水
稲
品
種
比
較
展
示
・
水

稲
機
械
移
植
試
験
・
良
質
米
生
産
・
水
稲
播
種
量
及
び
育
苗
法
・
化
成
肥
効
・

水
稲
施
肥
・
化
成
施
肥
法
・
新
育
苗
化
成
比
較
・
珪
カ
ル
施
用
・
土
壌
改
良
剤

テ
ン
ポ
ロ
施
用
・
水
稲
除
草
剤
使
用
体
系
試
験
。

な
お、
稲
作
転
換
畑
に
つ
いて
生
育
展
示
圃
・
イ
チ
ゴ
育
苗
・
て
ん
さ
い
ポ

ッ
ト
苗
移
植
試
験
の
実
施
。

昭
和
四
十
九
年
度
水
稲
に
つ
い
て
は、
生
育
ス
テ
ー
ジ
・
刈
取
時
期
別
収
量

品
質
・
奨
励
品
種
・
決
定
現
地
調
査
。
品
種
と
育
苗
法
・
良
質
米
生
産
に
関
す

る
試
験
(
ユー
カ
ラ・
さち
ほ)
展
示
。
生
ワラ
使
用
・
機
械
移
植
床
土
・
中
苗
移

植
に
お
け
る
除
草
剤
・
床
土
試
験
。

畑
作
に
つ
い
て
は、
ト
マ
ト
の
胚
軸
切
断
育
苗
・
き
う
り
品
種
比
較
及び
き

う
り
の
斑
点
細
菌
病
防
除
・
ナ
ス
品
種
比
較
及
び
ナ
ス
に
対
す
る
ト
ラ
イ
ロ
ン

単
花
処
理
効
果
・
水
稲
ハ
ウ
ス
利
用
後
の
ピ
ー
マ
ン
栽
培
の
経
済
性
・
プ
リ
ン

ス
メ
ロ
ン
の
着
果
数
と
品
種
収
量
・
ネ
ット
メ
ロン
整
技
法
・
い
ち
ご
防
除

剤
・
水
稲
育
苗
ハ
ウ
ス
使
用
外
の
抑
制
メ
ロン
栽
培
適
否
・
大
豆、
小
豆
品
種

試
験
。

昭
和
五
十
年
度
水
稲
に
つ
い
て
は、
生
育
ス
テ
ー
ジ
・
奨
励
品
種
決
定
現
地

調
査
・
品
種
と
育
苗
法
・
除
草
剤
・
農
薬
の
試
験
展
示
。
早
期
紙
筒
苗
機
械
移

•

植
・
簡
易
マ
ット
は
種
法
・
施
肥
法
・
苗
代
用
土
・
株
数
と
施
肥
法
に
関
す
る

試
験。
そ
さ
い
に
つ
い
て
は、
グ
リ
ー
ン
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス、
ト
ン
ネ
ル
被
覆
効
果
・

メ
ロン
品
種
比
較
・露
地
キ
ウ
リ
品
種
比
較
・
スイ
ー
ト
コ
ン
品
種
比
較
・秋

取
大
根
品
種
比
較
・
緑
肥
種
類
別
効
果
・
た
ま
ね
ぎ
熟
畑
化
と
除
草
剤
試
験
・

大
小
豆
品
種
比
較
・
ス
イ
カ
品
種
比
較
・
カ
ボ
チ
ャ
ト
ン
ネ
ル
栽
培
試
験
展

示
。

昭
和
五
十
一
年
度
水
稲
に
つ
い
て
は、
生
育
ス
テ
ー
ジ
・
登
熟
(時期

別
刈
取)、

水
稲
奨
励
品
種
決
定、
よ
う
し
ょう
か
っ
ぺ
ん
病
罹
病
状
況
・よ
う
し
ょう
か

っぺ
ん
病
の
発
病
程
度
と
収
量
調
査。
移
植
時
期
と
苗
素
質
・
水
稲
簡
易
マ
ッ

ト
苗
(中
苗
育
苗)
は
種
法
・
機
械
移
植
施
肥
方
法
試
験
。
鶏
ふ
ん
は
っ
こ
う
た

い
肥
の
肥
効
比
較。
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
虫
に
対
す
る
サ
ン
サ
イ
ド
粒
剤
の
防
除
効
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一水稲の収量と品種一‒
果
。畑
作
に
つ
い
て
は、
早
掘
馬
鈴
薯
栽
培
法
・
緑
肥
種
類
別
効
果
・
長
ね
ぎ
も

み
が
ら
軟
白
栽
培
展
示
圃
・
小
豆
品
種
比
較
・
八
月
取
に
ん
じ
ん
品
種
比
較
試

°

験
。
大
豆
奨
励
品
種
決
定
の
各
試
験。

関
連記
事
第
十七
節>

昭
和
38

年
次

四
八
八

五
二
七

三
二
三

四
六
九

三
七
五

五二
六

四
七
六

三
五
〇

三
七
二

二
六六

四
三
七

滝
川
の
収
量

キ
ロノ

10ア
ー
ル

き
た
こ
が
な

ゆ イ お
、
な

うシ んる
ねなカ もか

み リ「ちぜ
そ

ら
ち

ひ
め
ほ
な
み

ほ
く
せ
つ

か
む
い
も
ち

き
よ
か
ぜ

う
り
ゆ
う

ぼ
う
り
ゅ
う

し
お
か
り

奨
励
に
な
っ
た
品
種

た
ゆ
う
な
み
時
代

イ
シ
カ
リ

そ
ら
ち
時

し
お
か
り
時
代

(さ
さ
ほ
な
み
)

T
ユー

カ
ラ
時
代

→

品
種
の
変
遷→←←…

4
食
糧
増
産

援

農

戦
時
中
に
お
いて
は、
徴
兵
の
強
化、
連
続
の
応
召、
軍

需
産
業
へ
の
徴
用
等
相
次
い
で
行
わ
れ、
農
業
経
営
者
又
は
農
業
従
事
者
の
不

足
を
来
た
し
、
そ
の
上
食
糧
の
増
産
は
絶
対
重
要
事
項
で
あ
り、
農
民
に
課
せ

業

ら
れ
た
唯
一
の
重
大
任
務
で
あ
っ
た
の
で
、
町
内
各
機
関
の
協
力
に
よ
り、
あ

ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
農
業
労
力
の
調
整
を
計
り、
さ
ら
に
国
及
び
道
に
お
い

て
も
強
力
に
こ
れ
を
指
導
し
た
。

農
業
の
繁
忙
期
で
あ
る
移
植
期、
除
草
期、
収
穫
期、
袋
掛
期
な
ど
に
商
工

業
者、
勤
労
者、
公
務
員
の
家
族
等
の
労
力
援
助
を
計
画
的
に
行
い
、
そ
の
労

力
は
出
征
家
族
の
あ
る
農
家
を
優
先
し
、
余
力
を
以
て
一般
農
家
に
お
け
る
不

足
労
力
を
補
っ
た
。

こ
れ
ら
に
出
動
し
た
人
は々
多
く
農
業
労
働
に
未
熟
の
た
め
苦
労
し
た
。
ま

た
当
時
の
国
民
学
校
の
児
童
は
農
繁
休
業
と
し
て
、
援
農
に
従
事
し
た
ほ
か、

先
生
引
率
の
上、
各
部
落
の
出
征
家
族
宅
に
赴
き、
真
剣
に
労
働
に
従
い
尊
い

汗
を
流
し
た。
殊
に
苹
果
の
袋
掛
け
作
業
の
時
期
に
は
三
年
生
以
上
が、
ま
た

水
稲
の
苗
植
え、
除
草、
収
穫
作
業
等
に
は
四
年
生
以
上
が
全
員
出
動
し
た
こ

と
を
見
て
も
、
そ
の
当
時
の
情
勢
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

官
公
衙、
会
社、
組
合
等
は
も
ち
ろ
ん
部
落
・
町
内
会
な
ど
に
お
い
て
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
内
で
計
画
的
に、
出
征
軍
人
家
族
及
び
一
般
農
家
に
対
す
る

労
力
援
助
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

学
生
・
生
徒
の
援
農
は
道
の
内
外
よ
り
極
め
て
多
数
の
強
力
な
援
助
が
な
さ

れ、
い
ず
れ
も
学
業
を
中
止
し
て、
炎
暑
の
時
や
秋
冷
を
覚
え
る
時
季
に
不
慣

れ
な
農
業
に
従
事
し
た
こ
と
は、
戦
争
に
勝
つ
た
め
と
は
い
え
、
そ
の
熱
意
と

流
汗
の
労
苦
は
ま
こ
と
に
尊
い
も
の
が
あ
り、
農
民
は
永
く
そ
の
感
激
を
忘
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

供
出
米
と
強
権
発
動

敗
戦
後
の
不
安
と
混
乱
は、
農
民
の
食
糧
供
出
意
欲

を
減
退
せ
し
め、
昭
和二
十
一
年
度
産
米
の
供
出
は、
出
荷
割
当
数
量
に
対
し
43
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第
八
編
産
業・
経
済

供
出
数
量
は、
約
五
十
パ
ー
セン
ト
程
度
と
な
り(昭和二

十二
年二
月
末)、

遂
に

官
憲
は
昭
和
二
十
二
年
四
月、
食
糧
緊
急
措
置
法
・
食
糧
調
整
法
に
基
づ
く
強

権
を
発
動
し
、
札
幌
検
事
局
よ
り
丸
茂
検
事
は
多
数
の
警
官
を
引
率
来
町
し
、

出
荷
成
績
不
良
農
家
に
対
し
捜
査
を
行
っ
た
結
果、
二
十
数
名
が
犠
牲
と
な
っ

て、
一時
鉄
窓
に
送
ら
れ
た
が、
い
ず
れ
も
執
行
猶
予
と
な
り
釈
放
さ
れ
た。

し
か
し、
こ
れ
が
強
権
発
動
に
よ
る
捜
査
実
施
中、
西
十
六
丁
目
の
某
農
家

は
相
当
の
供
出
を
遂
行
し
て
い
た
が、
さ
ら
に
出
荷
を
強
要
さ
れ
た
結
果、
自

家
食
糧
の
保
有
を
極
度
に
削
減
さ
れ
た
た
め、
精
神
的
大
打
撃
を
受
け、
原
因

は
不
明
で
あ
る
が、
自
家
に
放
火、
炎
た々
る
ほ
の
お
の
中
に
銃
砲
自
殺
を
と

げ
る
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た。

当
時
の
官
憲
は
こ
れ
を
単
な
る
神
経
衰
弱
に
よ
る
も
の
と
し
て
処
理
し
た
が

真
相
は
果
た
し
て
ど
う
で
あ
った
ろ
う
か、
い
ま
な
お
疑
問
の
ま
ま
と
な
っ
て

い
る。
こ
れ
ら
のこ
と
は、
い
か
に
敗
戦
の
生
ん
だ
悲
劇
と
は
言
え、
永
く
忘

れ
る
こと
の
で
き
な
い
痛
恨
事
で
あ
った。

入
江
部
乙
町
史
よ
り
>

◇大
正
か
ら
昭
和
初
期
の
米
対
策

我
が
国
の
産
業
で
古
く
か
ら
国
の
基
いと
い
わ
れ
て
き
た
農
業
も
、
第
一
次

世
界
大
戦
前
ま
で
は、
外
国
と
の
交
易
の
中
で
占
め
る
位
置
は、
極
め
て
低
い

も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

稲
作
多
収
穫
栽
培
実
験
圃

昭
和
四
十二
年、
稲
作
総
合
改
善
調
査
区
域
に

お
いて
、
全
購
連
が
道
及
び
農
業
試
験
区
間
並び
に
地
元
の
協
力
を
得
て、
直

ち
に
応
用
可
能
な
生
産
技
術
を
内
容
と
す
る
実
験
圃
(圃
場
面
積
一
五
アー
ル
)
を

設
置
し、
反
収
目
標
を
五
五
〇
キ
ロ
に
お
く
必
要
な
実
験
を
行
っ
た
が、
市
も

こ
れ
に
協
力
し
た
。
な
お、
こ
の
実
験
は
全
道
で
当
市
の
み
で
実
施
さ
れ
た
。

5
産
米
改
良

昭
和
三
十
七
年
度
か
ら
四
十
四
年
度
に
わ
た
り、
産
米
改
良
推
進
協
議
会
が

設
け
ら
れ、
滝
川
産
米
の
改
良
と
声
価
の
向
上
を
図
り、
農
業
経
済
の
発
展
に

寄
与
す
る
た
め、
産
米
改
良
事
業
を
委
託
し、
優
良
品
種
の
普
及、
品
質
及
び

包
装
の
改
善、
産
米
の
集
荷
調
整
・
乾
燥
施
設
の
研
究
等
を
実
施
し
た
。

ま
た、
昭
和
四
十
五
～
五
十
一
年
に
は、
滝
川
・
江
部
乙
産
米
改
良
協
会
に

協
力、
優
良
品
種
の
作
付
奨
励、
出
荷
事
前
検
査
の
励
行
、
入
目
重
量
の
実

施
、
コ
ンバ
イ
ン
及
び
大
型
乾
燥
調
整
施
設
の
利
用
に
伴
う
乾
燥
調
査
の
適
正

化
並
び
に
出
荷
の
円
滑
化
に
つ
いて
推
進、
四
十
七
～
四
十
九
年
に
お
い
て

は
、
ラ
イ
ス
グ
レ
ー
ダー
の
補
助
導
入
を
は
か
って
製
品
の
調
整
に
つ
い
て
推

進
を
期
し
た
。

6
米
の
生
産
調
整

生
産
物
の
米
は、
当
時
我
が
国
土
で
あ
った
朝
鮮
・
台
湾
か
ら
補
給
さ
れ、

米
の
輸
出
は
皆
無
に
等
し
く
、
主
食
と
し
て
国
内
需
要
の
域
を
出
て
い
な
い
。

第
一
次
世
界
大
戦
直
後、
世
界
的
食
糧
不
足
に
よ
る
一
般
物
価
の
高
騰
に
よ

り
、
大
正
七
、
八
年
に
は
米
価
の
高
騰
は
な
は
だ
し
く
各
所
で
米
騒
動
が
起
き

た
。し
か
し
こ
れ
は
、
生
産
者
側
で
あ
る
農
民
に
と
っ
て
は
、
米
だ
け
で
な
く
雑

穀
の
す
べ
て
が
騰
貴
し
、
特
に
豆
類
は
欧
州
方
面
輸
出
食
糧
と
し
て
大
暴
騰
し
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畑
作
農
家
の
成
金
時
代
を
ま
ね
い
た
が、
大
消
費
を
伴
っ
た
大
戦
の
終
結
後

は
、
世
界
経
済
の
大
恐
慌
と
な
り
、
我
が
国
経
済
も
そ
の
影
響
で、
諸
物
価
の

暴
落
に
よ
る
経
済
不
況
で、
農
産
物
は
大
惨
落
と
な
り
、
こ
れ
は
直
ち
に
米
産

農
家
に
影
響
を
与
え、
生
活
維
持
の
た
め
米
の
投
げ
売
り
を
す
る
状
況
と
な
り

米
騒
動
は
姿
を
消
し
、
こ
れ
に
替
っ
て、
帝
国
農
会
の
米
の
投
げ
売
り
防
止
運

動
が
展
開
さ
れ、
米
穀
問
題
は
内
政
問
題
と
し
て
、
容
易
な
ら
ざ
る
様
相
を
呈

す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

政
府
は
事
態
を
慮
っ
て
米
の
需
給
調
節
の
た
め、
大
正
十
四
年
米
穀
法
と
米

穀
需
給
調
節
特
別
会
計
法
を
公
布
し、
米
穀
法
の
施
行
そ
の
他
主
要
食
糧
の
需

給
調
節
及
び
耕
地
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
こ
と
に
し
た
。

昭
和
五
年
に
は
米
の
大
豊
作
と
再
び
見
舞
っ
た
世
界
経
済
の
大
恐
慌
の
影
響

を
受
け
て
米
価
の
大
暴
落
と
な
り、
政
府
が
米
の
最
低
・
最
高
価
格
を
明
示
し

そ
の
範
囲
を
超
え
た
時、
米
穀
法
を
発
動
す
る
こ
と
に
改
正
、
さ
ら
に
昭
和
七

年
九
月
米
の
最
低
価
格
を
生
産
費
に
よ
っ
て
決
定
す
る
「率
勢
米
価
方
法
」
を

も
っ
て、
米
の
生
産
者
や
消
費
者
の
不
安
を
除
く
政
策
転
換
を
試
み
て
い
る
。

こ
の
時
代
の
米
に
対
す
る
政
策
は、
国
内
的
範
囲
で
主
食
糧
の
需
給
と
米
の

生
産
者
や
消
費
者
の
生
計
不
安
を
除
く
た
め
にと
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え

よ
う
。>満

洲
事
変
以
後
の
米
対
策

昭
和
七
年
の
米
価
下
落
の
主
因
は、
世
界
的
経
済
恐
慌
と
い
う
こと
の
ほ
か

に、
自
然
的
条
件
に
よ
る
大
豊
作
に
も
起
因
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
学者
や

農
政
執
行
者
間
で
は、
米
作
減
反
案
が
真
剣
に
議
論
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
過
剰
生
産
の
抑
制
策
で
あ
る
。

業

こ
う
し
た
情
勢
下
で
我
が
国
は
人
口
増
加
の
将
来
処
理
を、
南
米
諸
国
の
み

で
は
不
充
分
と
し
て
満
洲
・
東
南
ア
ジ
ア
方
面
に
拡
大
し
よ
う
と
し
、
必
然
的

体
制
と
し
軍
備
の
増
強
・
軍
需
物
資
の
備
蓄
に
進
み、
耕
地
整
理
・
開
墾
助

成
・
朝
鮮
米
増
産
計
画
な
ど
が
推
進
さ
れ、
一部
学
者
や
農
政
執
行
者
の
考
え

と
は
逆
の
方
向
へ
と
国
策
は
転
換
さ
れ
て
い
った
。

ま
た、
米
穀
調
整
に
関し
ても
、
よ
り
強
力
な
る
統
制
を
必
要
と
し
、
昭
和

八
年
米
穀
統
制
法
の
公
布
と
な
っ
た。

し
か
し
、
こ
の
時
代
の
米
生
産
調
整
の
方
向
は、
増
産
・
備
蓄
と
い
う
目
標

で
あ
り
、
前
述
の
激
増
す
る
人
口
増
の
処
理
計
画
を
進
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

◇
戦
後
の
食
糧
事
情
と
米
対
策

戦
後
の
食
糧
事
情
に
つ
い
て
は
先
に
記
し
た
所
で
あ
る
が、
太
平
洋
戦
争
の

む
く
い
と
し
て
国
民
に
与
え
ら
れ
た
第
一
の
苦
難
は
、
諸
物
資
の
不
足
・欠
乏

で
あ
る
。

米
穀
自
治
管
理
の
諸
制
度
は、
生
産
農
民
の
飯
米
は
お
ろ
か、
いも
、
豆
、

麦
に
至
る
ま
で
強
制
的
に
供
出
さ
せ
る
強
権
的
食
糧
管
理
の
定
め
と
し
て
農
民

の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
り、
あ
ら
ゆ
る
食
糧
を
強
制
的
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
な

り
、
大
戦
で
疲
れ
き
っ
た
国
民
の
糧
と
し
て
配
給
さ
れ、
ま
た
食
糧
増
産
の
緊

急
措
置
と
し
て
海
外
か
ら
の引
揚
者
や
都
市
か
ら
の
疎
開
者、
二、
三
男
対
策

と
し
、
戦
後
開
拓
事
業
を
進
め
食
糧
の
確
保
に
全
力
を
注
い
だ
の
で
あ
る
。

◇
復
興
と
世
界
米
産
地
の
混
乱

疲
弊
困
ぱ
い
し
た
我
が
国
が、
復
興
の
き
ざ
し
を
見
た
の
は
、
昭
和
二
十
五

年
に
朝
鮮
戦
争
が
始
ま
り、
こ
れ
を
機
に
飛
躍
的
な
経
済
成
長
を
始
め
た。

第
一
章
農
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昭
和
二
十
七
年
サン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
に
よ
り
独
立
を
回
復
し
、
政

府
も
農
民
の
支
持
を
得
る
手
段
と
し
て
、
米
以
外
の
食
糧
統
制
を
廃
止
し
、
雑

穀
の
価
格
支
持
政
策
が
実
施
さ
れ、
過
去
の
「不
足
」
か
ら
「過
剰」
に
対
す

る
保
護
政
策
に
転
換
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
日
本
経
済
の
復
興
に
つ
れ
て
、
農

業
資
材
の
潤
沢
供
給、
農
業
生
産
水
準
の
向
上、
世
界
的
農
業
生
産
の
回
復、

日
本
の
輸
出
力
の
回
復
に
よ
る
食
量
輸
入
が
比
較
的
容
易
に
な
り
需
給
が
著
し

く
緩
和
さ
れ、
米
の
供
出
割
当
も
大
幅
に
ゆ
る
み、
事
実
上
自
由
販
売
が
大
目

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が、
米
の
み
は
直
接
統
制
が
維
持
さ
れ
た
の
で
あ

る
。そ
の
理
由
は
米
は
世
界
的
に
み
て
生
産
の
回
復
が
遅
れ、
朝
鮮
・
台
湾
・
仏

印
・
蘭
印
等
が
戦
争
に
よ
る
混
乱
の
た
め
輸
出
力
が
低
下
し
た
と
い
う
理
由
も

あ
り、
政
府
も
自
給
体
制
を
持
続
し
た
い
配
慮
も
あ
り
、
食
糧
増
産
対
策
は
す

え
置
き
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

過
剰
米
対
策

我
が
国
の
経
済
高
度
成
長
は
、
逐
年
伸
展
の
度
を
高
め
、

米
の
生
産
水
準
は
向
上、
国
民
の
食
糧
消
費
の
傾
向
も
急
激
な
変
化
を
始
め、

米
の
消
費
量
は
停
滞
し
畜
産
物
や
果
物
な
ど
が、
著
し
く
消
費
の
急
増
を示
し

て
き
た
。

米
の
消
費
停
滞
と
生
産
増
加
は、
米
の
過
剰
と
な
る
こ
と
は
当
然
で、
政
府

の
持
ち
越
し
量
も
昭
和
三
十
一
年
米
穀
年
度
に、
二
〇
〇
万
ト
ン
程
度
が、
昭

和
三
十
五
年
度
に
は三
〇
〇
万
トン
、
昭
和
三
十
八
年
度
に
は
三
六
二
万
ト
ン

に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は、
一時
米
の
統
制
撤
廃
が
課
題
と
な
り、
農
民
側
から

の
猛
反
対
に
よ
り、
昭
和
三
十
年
度
産
米
か
ら
予
約
供
出
制
と
な
り
米
価
は
比

較
的
安
定
を
続
け
た。
し
か
し
、
食
管
会
計
は
漸
次
赤
字
を
累
増し
て
行
き、

昭
和三
十
六
年
に
は
農
業
基
本
法
の
実
現
と
な
り
、
農
工
間
の
所
得
格
差
の
是

正
を
農
政
の
中
心
に
す
え
、
諸
施
策
を
進
め
る
に
至
った
。
い
わ
ゆ
る
農
業
構

造
改
善
事
業
で
あ
る
。

し
か
し、
この
事
業
も
具
体
的
に
は、
いく
つ
か
の
地
区
で
実
施
に
移
さ
れ

た
程
度
で、
全
国
的
な
農
工
所
得
格
差
是
正
に
は
進
ま
な
か
った
か
ら
、
格
差

是
正
と
言
う
要
求
を
満
た
す
た
め
に
は
、
米
価
の
つ
り
あ
げ
以
外
に
方
法
が
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

昭
和
三
十
八
年
か
ら
昭
和
四
十
年
に
か
け
て
は、
米
の
生
産
が
若
干
減
り
始

め、
米
不
足
ム
ー
ド
が
醸
し
出
さ
れ
て、

一層
米
価
引
上
げ
の
引
き
金
と
な
っ

た
。こ
の
米
不
足
は
昭
和
四
十
一
年
以
降
解
消
に
む
か
い、
特
に
昭
和
四
十二
年

の
一、四
〇
〇
万
ト
ン
を
超
え
る
大
豊
作
は
一
挙
に
米
の
過
剰
を
顕
在
に
し
た。

こ
の
中
で
も
生
産
者
米
価
は
熾
烈
な
農
民
の
要
求
に
お
さ
れ
て、
急
テ
ン
ポ

に
引
き
あ
げ
ら
れ、

一般
物
価
に
比
し
て
も
、
は
る
か
に
高
率
で
あ
り
、
消
費

者
米
価
も
つ
れ
て
お
し
上
げ
ら
れ
る
に
至
っ
た
た
め
昭
和
四
十
一
年
か
ら
は、

い
わ
ゆ
る
逆
鞘
と
な
っ
てし
ま
い、
食
管
会
計
制
度
の
根
底
を
ゆ
さ
ぶ
る
結
果

と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
先
を
見
通
し
た
農
政、
す
な
わ
ち
農
業
構
造
改
善
構
想
も、

一
時

は
農
基
法
の
目
標
で
あ
っ
た
農
家
の
余
剰
労
働
力
を
他
の
産
業
に
振
り
む
け
、

農
家
が
農
業
以
外
の
産
業
か
ら
所
得
を
あ
げ
さ
せ、
農
工
間
格
差
の
是
正
を
す

る
重
化
工
業
労
働
者
と
の
兼
業
策
も
、
高
度
成
長
第
二
期
時
代
は
そ
う
こ
と
が

で
き
た
が、
そ
の
た
め
農
家
は
労
働
力
の
代
替
え
に
機
械
農
業
に
た
よ
ら
ざ
る
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を
得
な
く
な
っ
た
。

「米
作
プ
ラ
ス
兼
農
経
営
」
へ
の
移
行
は
労
働
力
の
減
少
を
生
じ
、
農
業
機

械
化
を
指
向
し
、
第
二
次
農
業
改
善
事
業
の
土
地
基
盤
整
備
事
業
と
あ
い
ま
っ

て
生
産
力
向
上、
農
業
収
益
増
加
の
コー
ス
で
は
な
く、
米
産
農
家
を
「機
械

化
貧
乏
」
へ
と
導
い
た
感
す
ら
あ
る
。

時
期
を
等
しく
し
て、
ア
メ
リ
カ
は
世
界
通
貨
制
度
の
改
革
す
な
わ
ち
ド
ル

の
金
兌
換
停
止、
各
国
為
替
レ
ー
ト
の
大
幅
変
更
を
要
請
し
た
。
こ
の
ド
ル
シ

ヨ
ッ
ク
で
最
も
手
痛
い
打
撃
を
受
け
た
の
は
我
が
国
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
昭
和
四
十
八
年
の
オ
イ
ルシ
ョ
ッ
ク
は
、
我
が
国
の
あ
ら
ゆ
る
産
業

界
に
強
烈
な
パ
ン
チ
を
与
え、
農
業
余
剰
労
働
者
の
就
職
先
は、
経
営
不
振、

企
業
再
検
討
が
相
つ
ぎ
、
農
民
は
生
産
調
整
中
の
米
作
農
業
に
帰
ら
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

過
剰
米
の
現
状
は
解
決
さ
れ
ず、
よ
り
大
き
く
生
産
調
整
が
迫
っ
て
い
る
状

況
が
続
き、
所
得
補
填
の
た
め
支
給
さ
れ
る
減
反
補
償
金
が
格
差
是
正
よ
り
過

剰
米
対
策
の
方
法
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

さ
ら
に、
今
日
水
田
総
合
利
用
対
策
を
打
ち
出
し
、
過
剰
米
の
減
少
と
絶
対

量
不
足
の
食
糧
(米・

果
樹以
外の
食
糧)
・
畜
産
物
・
畑
作
物
の
生
産
を
恒
久
的

な
生
産
体
制
に
置
か
ん
と
し
て
い
る
現
況
で
あ
る
。

米
の
生
産
調
整
対
策

<
「
米
の
生
産
調
整」
大
島
清
よ
り
>

米
の
生
産
調
整
に
つ
い
て、
市
に
対
し
そ
の
目
標
が

示
さ
れ
た
の
で、
米
生
産
調
整
協
議
会
に
お
い
て、
農
家
の
理
解
を
求
め
て
対

策
を
講じ
た。

年
度5049484746

二
、
〇
九
八

四、
〇
四
三

三、
九三
〇

三
、
九
三
〇

三
、
九
七
八
ト
ン

目
標
数
量

二、
七
五
一

三
、
六
三
一

七
、
〇
一
一

五、
四
九
四

実
施
数
量

一三
一
・〇

八
九
・
八

一八
七
・
四

一三
九
・
八

一二
二
・
五
ン

七
六
四

七
一
九
戸

水
田
総
合
利
用
対
策

昭
和
五
十
二
年
度
の
市
に
対
す
る
転
作
目
標
面
積
が

示
さ
れ、
水
田
総
合
利
用
対
策
協
議
会
に
お
い
て
は、
米
の
余
剰
数
量
等
を
配

慮
し、
協
力
方
を
各
農
家
に
推
進
し
た
結
果、
目
標
面
積
を
上
ま
わ
る
見
込
み

で
あ
る
。

目
標
面
積
五
四二
ヘ
ク
ター
ル
実
施
予
定
面
積
五
七
五
・
五
ヘク
ター
ル

目
標
予
定
達
成率

稲
作
転
換
事
業

一
〇
六
・二
パ
ー
セン
ト
実
施
予
定
戸
数
四
六
六
戸

最
近
に
お
け
る
恒
常
的
な
米
の
生
産
過
剰
状
態
を
解
消

し、
需
要
に
対
応
し
か
つ、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
農
業
生
産
を
確
立
す
る
た

め、
昭
和
四
十
五
年
度
に
お
け
る
米
の
生
産
調
整
対
策
に引
続
き、
左
記
に
よ

り
米
の
生
産
調
整
及
び
稲
か
ら
他
作
物
へ
の
作
付
転
換
の
計
画
的
な
推
進
を
図

る
も
の
と
す
る
。

記
一
米
の
生
産
調
整
お
よび
稲
から
他
作
物
へ
の
作
付
転
換
の
た
め
の
対
策
は、
昭
和
四
十

六
年
度
か
ら
昭
和
五
十
年
度
ま
で
の
五
年
間
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

二
米
の
生
産
調
整
目
標
数
量
は、
需
給
の
均
衡
を
図
る
こ
と
を
旨
と
し
て
毎
年
度
定
め
る

も
の
と
す
る。

三
国
は、
一の
期
間
内
に
お
いて
、
毎
年
度
定
め
る
奨
励
補
助
金
を
交
付
し
て
米
の
生
産

調
整
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
休
耕
に
係
る
奨
励
補
助
金
の
交
付
期
間
は、

昭
和
四
十
六
年
度
以
降三
年
間
と
す
る
も
の
と
す
る
。

四
稲
から
他
作
物
へ
の
作
付
転
換
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め、
国
は
土
地

基
盤
の
整
備、
農
業
近
代
化
施
設
の
導
入、
価
格
安
定
対
策
等
の
助
成
措
置
を
講
ず
る
も

第
一
章農

業

実
施
戸
数

四
五
五

五
〇
四

八
四
一

四、
八
七
四
トン

目
標
達
成
率
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の
と
す
る
。

五
米
の
生
産
調
整
の
実
効
を
確
保
す
る
た
め、
昭
和
四
十
六
年
度
産
米
の
政
府
買
入
れ
に

つ
い
て
は、
事
前
売
渡
申
込
み
の
限
度
数
量
を
定
め、
こ
れ
を
生
産
者
に
通
知
す
る
。
政

府
買
入
数
量
は、
事
前
売
渡
申
込
み
の
限
度
(七
六〇
万
t)
か
ら
自
主
流
通
米
(一
八

〇
万
t)
を
除
い
た
数
量
(五
八〇
万
t)
と
す
る
。

六
水
田
の
転
用
を
促
進
す
る
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

<
農
林
省
昭
和
四
六
年
二
月
>

・昭
和
四
十
五
年
度
米
生
産
調
整
実
施
要
綱

都
道
府
県
は、
市
町
村
別
目
標
を
決
め、
市
町
村
は
農
家
別
配
分
を
決
め
る
。

1二
奨
励
金
は
水
田
一
枚
を
単
位
に、
キ
ロ
当
り
八
一
円
と
す
る
。

三
奨
励
金
は
休
耕
地・
養
魚
池
・
畜
舎
建
設
へ
の
転
換
にも
支
給。

な
お
米
生
産
調
整
の
た
め
水
田
一
一万
八、
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
転
用
計

画
を
政
府
は
決
定、
昭
和
四
十
九
年
か
ら
は、
単
純
休
耕
に
対
し
て
は、
奨
励

金
が
廃
止
さ
れ、
いよ
い
よ
転
作
事
業
は
米
作
り
農
家
に
重
く
の
し
か
か
っ
て

来
た
訳
で
あ
る
。

第
四
節
畑

作

を
増
し
て
い
った。

当
初、
屯
田
兵
の
目
的
は
兵
農
双
方
に
従
事、
住
宅
と
米
・
味
噌
・
生
活
物

資
の
給
与
の
あ
っ
た三
年
後
は、
独
立
自
営
の
農
業
経
営
に
よ
る
自
給
自
足
を

考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

農
作
物
も
食
糧
用
と
し
て、
麦
類
・
豆
類
・
玉
蜀
黍
・
粟
な
ど
、
工
業
用
と

し
て
は
養
蚕
が
奨
励
さ
れ、
ま
た
大
麻
の
耕
作
に
よ
る
粗
製
の
麻
布
造
り
も
あ

っ
た
。

江
部乙
で
は、
時
に
畑
作
の
副
業
と
し
て
養
蚕
が
と
り
入
れ
ら
れ、
生
産
経

済
の
均
衡
を
図
っ
て
いく
た
め、
苹
果
の
栽
培
奨
励
・
苗
木
の
栽
植
を
し
た
。

り
ん
ご
は、
腐
爛
病
に
悩
ま
さ
れ、
滝
川
兵
村
で
も
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、

潰
滅
の
悲
運
に
遭
遇、
江
部
乙
で
は
そ
の
難
境
を
脱
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
始
ま
っ
た
農
業
も、
社
会
状
勢
の
推
移
に
よ
っ
て
、
そ
の

後
、
農
業
経
営
形
態
も
畑
作
から
、
現
在
の
水
稲
・
果
樹
・
玉
ね
ぎ
・畜
産
に

発
展
し
た
の
で
あ
る
。

滝
川
村
農
産
物
収
穫
高

二
八
七
一、
四
二
〇

三
二
〇

二、
二
七
一

七六
四

五、
四
八
二

一、
〇
八
六

六
七
九

五
四二
一
九
四 石

一、
九
八
一

三
、
〇
八
二

九九四
九、
八
八
六

四
一
一

二、
四
六
五

九
四
五

五
三
五 石

<
滝
川
町
史
>

1
屯
田
兵
時
代

滝
川
の
農
業
は、
明
治
二
十
三
年
春
から
の
開
墾
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
が、

屯
田
兵
の
ほ
と
ん
ど
が、
士
族
で
あ
る
た
め
農
耕
作
業
に
不
馴
れ
で
、
樹
木
を

切
り
拓
き、
広
漠
た
る
原
野
の
開
墾
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